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国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ P8
P34
P37

まちの話題
Be Ambitious 西村 春花さん（下小口）

P3特集 東日本大震災発生から3年
P6大口町消防団 愛知県消防操法大会出場

人の支えになりたい

愛知県の交通事故死亡者数は11年連続で全国ワースト1位です。「もう11年1位
なので、全国ワーストワンを返上しよう！」と呼びかけるダッシュマン。歩行者、
自転車、ドライバーは、お互いにしっかり安全を確認して交通安全に心がけまし
ょう。（関連34ページ）

交通安全応援サポーター おおぐち元気戦隊ダッシュマン今月の PUSH!今月の PUSH!今月の PUSH!今月の PUSH!今月の PUSH!

7月7日（月）午後８時から10時に全国で実
施。照明の一斉消灯をし、天の川を見なが
ら地球環境の大切さを再認識し、低炭素社
会への歩みを実感してみませんか？（関連
31ページ）

ライトダウンキャンペーン



日 月 火 水 木 金 土

13 14 15 16 17 18 19

6 7 8 9 10 11 12

27 28 29 30 31 8/1 2

20 21 22 23 24 25 26

31 6/30 7/1 2 3 4 5

神尾外科

さくら総合病院

江口医院 やまだクリニック

大川外科胃腸科クリニック

・おはなし会（23）

・大口中保園庭開放（21） ・愛知駅伝記録会
・普通救命講習会（27）

・1歳6か月児健診（18）
・しなやかお達者の会余野（18）
・消費生活相談（28）
・ワークセンター説明会（31）

・母子健康手帳交付説明会（18）
・法律相談（28）
・親子ふれあい広場（31）

・歯科健診（18）
・らくらく離乳食教室（18）
・ポールウォーキング（18）
・多重債務者相談（28）
・心配ごと相談（28）

・国民健康保険税
休日納税相談（8）

・子育て相談室（18）
・大口中保園庭開放（21）

・ポールウォーキング（18）

・健康相談（18）
・口腔相談（18）
・ひだまりの会（18）
・若者の就職相談会（28）

・社会を明るくする運動朗読会（33） ・歩く健康のつどい（18）
・しなやかお達者の会豊田（18）

・西保園庭開放（21）・4か月児健診（18）
・ポールウォーキング（18）
・南・北保園庭開放（21）
・登記相談（28）
・心配ごと相談（28）
・家庭児童相談（28）

・さくら大学（30）・3歳児健診（18）
・ポールウォーキング（18）
・西保園庭開放（21）
・心配ごと相談（28）

・母子健康手帳交付説明会（18）
・親子ふれあい広場（31）

・しなやかお達者の会余野（18）

・BCG（18）
・健康相談（18）
・口腔相談（18）
・ひだまりの会（18）

・雑誌のリユース（23）
・夏のおはなし会（23）
・アクアビクス体験（29）

・10か月児健診（18）
・歩く健康のつどい（18）
・しなやかお達者の会豊田（18）

・南・北保園庭開放（21）・ポールウォーキング（18）
・2万人体力測定の日（21）

・障がい福祉セミナー（17）

2014年7月
JulyJuly

2014年7月

休休
日日
診診
療療

NO.665

※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 11日（金）午後7時まで
開設 27日（日）午前8時30分から午後0時30分

●固定資産税・都市計画税（2期）●国民健康保険税（2期）
●下水道受益者負担金（前納・1期）
●介護保険料（2期）●後期高齢者医療保険料（1期）

納期限：7月31日（木）

戸籍保険課
窓口延長日

9日（水）
23日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

7月6日 さくら総合病院 95-6711

13日 神尾外科 93-0137

20日 江口医院 93-2626

21日 やまだクリニック 94-1333

27日 大川外科胃腸科クリニック 92-3155

携帯電話からの登録方法 携帯電話から下記メールアドレス
へ空メールをお送りください。送信された携帯電話のメール
アドレスあてに「本登録」の手順をご案内します。
oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持ちの
方は右のQRコードをお使いください。

※迷惑防止のためのドメイン指定が必要な
方はtown.oguchi.lg.jp、アドレス指定が
必要な方はbousai@town.oguchi.lg.jpを許可してください。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

救
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平成26年7月号 3

東日本大震災
発生から3年
東日本大震災東日本大震災
発生発生かからら33年年
東日本大震災
発生から3年

震災から３年という月日が経ち、当時のことを思
い出す機会も少なくなってきたのではないでしょう
か。被災地の復興はまだまだこれからです。震災を
風化させることなく、継続したさまざまな支援が必
要です。大口町は継続して復興支援活動をしていき
ます。引き続きご支援、ご協力をお願いいたします。

平
成
２３
年
３
月
１１
日
貊
、
午
後
２

時
４６
分
に
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
最
大
震

度
７
と
い
う
大
地
震
が
東
日
本
を
襲

い
ま
し
た
。

多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
、

ま
た
、
数
多
く
の
家
屋
が
壊
滅
し
、

連
日
変
わ
り
果
て
た
ま
ち
の
姿
が
テ

レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
、
日
本
中
が
悲

し
み
に
沈
む
と
と
も
に
、
自
然
の
脅

威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
過
酷
な
状
況
下
で
不
便

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々

に
、
多
く
の
人
が
何
か
力
に
な
れ
る

こ
と
は
無
い
か
と
模
索
し
ま
し
た
。

大
口
町
内
で
も
、「
我
々
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
」「
復
興
支
援
活
動

に
参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
役

場
や
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

同
年
６
月
に
大
口
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
現
地
支
援
の
た
め
、
岩
手
県

遠
野
市
に
『
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
口
絆
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
』
を
設
け
、
延
べ
２
８
４
人

が
『
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
』
を
通

し
て
、
岩
手
県
沿
岸
部
の
が
れ
き
撤

去
等
の
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。

同
年
９
月
に
は
、
消
防
職
員
、
水

道
職
員
、
町
職
員
な
ど
の
有
志
が
集

ま
り
、
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

『
絆
１１
（
イ
レ
ブ
ン
）』
が
結
成
さ
れ
、

支
援
活
動
を
し
ま
し
た
。

前
述
し
た
復
興
支
援
と
は
別
に
、

人
的
被
害
が
大
き
か
っ
た
被
災
地
の

行
政
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

総
務
省
か
ら
被
災
現
地
へ
職
員
の
派

遣
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
２４
年
４
月
よ
り
１
年
間
（
半

年
交
代
）、
大
口
町
と
人
口
規
模
が

約
２
万
人
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
、

南
三
陸
町
へ
の
職
員
の
派
遣
が
決
ま

り
ま
し
た
。

翌
２５
年
４
月
か
ら
（
１
年
交
代
）

は
、
町
独
自
の
判
断
で
支
援
を
継
続

中
で
す
。
現
在
も
南
三
陸
町
役
場
の

一
員
と
し
て
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
で
の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

▼
渡
邊
大
介
さ
ん

派
遣
期
間

平
成
２４
年
４
月
１
日
か

ら
９
月
３０
日

Ｑ
南
三
陸
町
役
場
に
行
く
こ
と
を
決

め
た
と
き
の
気
持
ち
は
？

Ａ
微
力
な
が
ら
も
復
興
の
役
に
立
て

た
ら
と
思
っ
た
。

Ｑ
一
般
の
人
が
、
復
興
の
手
助
け
を

す
る
に
は
、
何
を
す
れ
ば
現
地

の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す

か
？

Ａ
被
災
地
の
産
品
を
積
極
的
に
購
入

す
る
こ
と
や
、
観
光
で
直
接
現

地
を
訪
れ
て
買
い
物
を
す
る
こ

と
。

Ｑ
逆
に
、
気
を
付
け
た
方
が
い
い
こ

と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
風
評
被
害
や
ネ
ッ
ト
上
の
『
う
わ

さ
』
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
。

▼
江
口

崇
さ
ん

派
遣
期
間

平
成
２４
年
１０
月
１
日
か

ら
平
成
２５
年
３
月
３１
日

Ｑ
仕
事
で
何
か
困
っ
た
こ
と
、
悩
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
早
口
の
方
が
多
く
、

特
に
地
元
の
方
と
話
す
と
聞
き

取
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
。

Ｑ
任
務
期
間
中
に
、
何
か
心
に
残
る

出
来
事
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
平
成
２４
年
１２
月
に
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の

地
震
が
あ
り
、
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
夕
方
５
時
ご

ろ
で
、
役
場
で
仕
事
を
し
て
い

た
時
で
し
た
が
、
今
ま
で
体
感

し
た
こ
と
が
あ
る
地
震
と
は
違

い
、
揺
れ
て
い
る
時
間
が
長
く
、

揺
れ
の
波
（
強
弱
が
あ
る
）
が

激
し
く
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
訓
練
で
は
な
い
災
害

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
テ
レ

ビ
で
は
、
海
岸
か
ら
離
れ
る
よ

う
強
い
口
調
で
指
示
が
流
れ
、

電
話
も
混
線
状
態
で
通
話
が
困

難
な
状
況
が
し
ば
ら
く
続
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
役
場
は
高

台
に
あ
る
た
め
、
大
丈
夫
だ
と
は

東
日
本
大
震
災

大
口
町
の
復
興
支
援

南
三
陸
町
へ
行
政
職
員
派
遣

派
遣
職
員
体
験
談

▲1月10日、大口町を訪問された佐藤南三陸町長



思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
時
に
テ
レ

ビ
で
見
た
津
波
が
実
際
に
向
か
っ
て
い

る
と
思
う
と
恐
ろ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

家
族
か
ら
電
話
を
受
け
た
際
に
、
大

丈
夫
な
の
か
聞
か
れ
た
と
き
に
は
、
思

わ
ず
泣
き
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
被
害
に
つ
な
が
る

地
震
は
、
揺
れ
て
い
る
時
間
が
非
常
に

長
い
も
の
な
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
生
活
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
町
内
で
買
い
物
を
す
る
店
の
閉
店
時
間

が
早
い
こ
と
（
７
時
に
は
閉
店
し
て
い

る
）。
町
内
に
は
日
用
品
を
購
入
す
る

ス
ー
パ
ー
が
な
い
た
め
、
隣
の
石
巻
市
、

登
米
市
ま
で
片
道
４０
キ
ロ
ぐ
ら
い
か
け

て
買
い
出
し
に
い
く
こ
と
。

Ｑ
南
三
陸
町
の
復
興
の
た
め
に
、
必
要
な

も
の
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？

Ａ
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。
南
三
陸
町
は

「
復
興
す
る
」
で
は
な
く
「
発
展
す
る
」

と
し
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
南
三

陸
町
の
将
来
は
地
元
の
方
々
が
議
論
し

な
が
ら
創
り
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
現
地
で
学
ば
れ
た
教
訓
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
車
の
ガ
ソ
リ
ン
は
常
に
満
タ
ン
に
し
て

お
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

Ｑ
人
生
観
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
家
族
、
仲
間
の
存
在
の
大
き
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
仕
事
を
す
る
上
に

お
い
て
も
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
も
、

身
を
も
っ
て
体
感
し
ま
し
た
。

▼
近
藤
和
彦
さ
ん

派
遣
期
間

平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２６
年
３
月
３１
日

Ｑ
被
災
地
を
訪
れ
た
と
き
の
気
持
ち
は
？

Ａ
私
が
派
遣
さ
れ
た
時
点
で
震
災
か
ら
２

年
が
過
ぎ
た
時
期
で
し
た
が
、
津
波
で

流
さ
れ
た
土
地
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
や
は
り
言
葉
が
出
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

Ｑ
仕
事
で
何
か
困
っ
た
こ
と
、
悩
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
同
じ
町
役
場
で
も
仕
事
の
や
り
方
が
違

う
の
で
、
基
本
的
な
部
分
か
ら
覚
え
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
苦
労
し
ま
し

た
。
ま
た
、
通
常
業
務
に
加
え
て
、
震

災
に
よ
る
業
務
を
手
探
り
で
こ
な
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
悩
み
の
一
つ

で
し
た
。

Ｑ
任
務
期
間
中
に
、
何
か
心
に
残
る
出
来

事
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
津
波
で
被
災
し

た
戸
倉
中
学
校
の
閉
校
式
が
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
か
な
り
の
高
台
に
あ
る
学

校
で
す
が
、
こ
ん
な
高
さ
ま
で
波
が
来

た
の
か
と
思
う
と
、
本
当
に
想
像
を
絶

す
る
災
害
だ
っ
た
の
だ
な
と
考
え
込
ん

で
し
ま
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
現
地
で
学
ば
れ
た
教
訓
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
教
訓
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
現
在
進
行
形
の
復
興
現
場
に
身

を
置
い
た
こ
と
で
、
あ
れ
だ
け
の
震
災

の
被
害
を
受
け
て
も
、
必
ず
復
興
は
し

て
い
く
も
の
だ
と
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ

と
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
経
験
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

▼
現
在
派
遣
中

清
水

学
さ
ん

派
遣
期
間

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２７
年
３
月
３１
日
（
予
定
）

Ｑ
仕
事
で
何
か
困
っ
た
こ
と
、
悩
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
慣
れ
な
い
環
境
、
未
経
験
の
仕
事
、
き

き
慣
れ
な
い
言
葉
（
方
言
）
の
数
々

（
笑
）。
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

い
る
の
に
、
そ
の
任
務
を
遂
行
で
き
る

か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま
す
。
仕
事
を

進
め
る
う
え
で
、『
仲
間
』
の
重
要
性

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
被
災
地
を
訪
れ
た
と
き
の
気
持
ち
は
？

Ａ
被
災
地
を
最
初
に
訪
れ
た
の
は
震
災
か

ら
ち
ょ
う
ど
１
年
後
の
陸
前
高
田
市
。

が
れ
き
が
高
々
と
積
み
上
げ
ら
れ
、
解

体
さ
れ
て
い
な
い
建
物
が
ま
だ
所
々
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
光
景
を
目
に
し
た

と
き
、
鳥
肌
が
た
ち
、
言
葉
を
失
い
、

愕
然
と
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い

が
湧
き
あ
が
り
、
涙
ぐ
ん
だ
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
２
年
後
、
震
災
か
ら
３
年

た
っ
た
南
三
陸
町
が
２
度
目
の
被
災
地

訪
問
。
盛
土
工
事
中
の
土
地
、
道
路
の

脇
に
並
ぶ
電
信
柱
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
や
コ
ン
ビ
ニ
。
復
興
商
店
街
が
あ
り
、

養
殖
業
、
漁
港
の
再
開
。

が
れ
き
を
撤
去
し
た
後
そ
の
ま
ま
と

い
う
場
所
の
な
か
で
、
ほ
ん
の
少
し
で

す
が
着
実
に
復
興
（
発
展
）
作
業
は
進

ん
で
お
り
、
街
に
勢
い
（
生
気
）
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
南
三
陸
町
の
復
興
の
た
め
に
、
必
要
な

も
の
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？

Ａ
現
地
を
見
る
こ
と
で
す
。
見
て
、
現
状

を
知
る
こ
と
。
南
三
陸
町
に
限
定
せ
ず
、

宮
城
県
内
の
被
災
地
、
岩
手
県
や
福
島

県
の
被
災
地
を
自
分
の
目
で
見
て
く
だ

さ
い
。
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
で
す
。

南
三
陸
町
役
場
に
派
遣
さ
れ
た
４
人
の
体

験
談
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、「
家
族
や
職

場
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
大
変
だ
っ
た ▲清水さんの出発を見送る職員
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が
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
感

謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
三
陸
町
は
確
実
に

復
興
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

南
三
陸
町
は
、
最
後
ま
で
町
民
に
避
難

を
呼
び
か
け
て
、
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た

防
災
管
理
課
の
女
性
職
員
、
ま
た
防
災
庁

舎
の
屋
上
で
無
線
ア
ン
テ
ナ
に
し
が
み
つ

い
て
助
か
っ
た
職
員
の
方
々
の
報
道
が
繰

り
返
し
流
れ
、
町
名
が
国
民
の
胸
に
刻
ま

れ
た
町
で
す
。

震
災
か
ら
３
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
ま

し
た
が
、
今
も
半
数
近
く
の
世
帯
の
方
が

仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
や

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
っ
た
ま
ま
の

も
の
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
運

動
場
を
使
え
な
い
な
ど
、
い
ま
だ
に
多
く

の
被
災
者
が
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
格
的
な
復
興
は
こ
れ
か
ら

で
す
。

南
三
陸
町
は
２６
年
度
か
ら
本
格
的
に
始

ま
っ
た
復
興
事
業
に
向
け
、
全
国
の
自
治

体
か
ら
約
１
０
０
名
の
職
員
が
派
遣
さ

れ
、
復
興
計
画
が
始
動
し
て
い
ま
す
。

南
三
陸
町
の
方
々
は
「
こ
の
大
震
災
を

忘
れ
な
い
で
欲
し
い
」「
風
化
さ
せ
ず
、

後
々
ま
で
語
り
継
ぎ
、
教
訓
に
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
口
町
の
皆

さ
ん
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
派
遣

さ
れ
た
職
員
に
話
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

南
三
陸
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
復
興

に
向
け
て
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
江
口

さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
通
り
、
ま
さ
に
南

三
陸
町
は
「
復
興
す
る
」
の
で
は
な
く

「
発
展
す
る
」
こ
と
に
向
か
っ
て
い
る
と

実
感
で
き
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

そ
ん
な
中
、
今

私
た
ち
に
、
何
が

で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
？

体
験
談
に
よ
れ

ば
、
現
段
階
で
は

物
資
の
支
援
は
必

要
が
な
く
、
そ
れ

よ
り
も
、
現
地
へ

出
か
け
観
光
を
す

る
、
ま
た
は
現
地

の
特
産
品
を
購
入
す
る
と
い
っ
た
、
経
済

的
な
支
援
が
一
番
喜
ば
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

派
遣
さ
れ
た
職
員
か
ら
、
お
薦
め
の
グ

ル
メ
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
お
聞
き
し
ま
し

た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

グ
ル
メ

▽
渡
邊
さ
ん

南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街

の
キ
ラ
キ
ラ
丼
（
季
節
ご
と
、
店
ご
と

に
ネ
タ
が
変
わ
る
海
鮮
丼
）

▽
江
口
さ
ん

南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街

の
松
原
食
堂

刺
身
定
食
（
こ
ち
ら
で

は
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な
新
鮮
な
刺
身
）

▽
近
藤
さ
ん

南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街

で
食
べ
る
海
産
物
（
本
当
に
美
味
し
か

っ
た
で
す
）

▽
清
水
さ
ん

や
は
り
海
の
恵
み
（
海
産

物
）
で
す
。
鮮
度
、
質
が
断
然
違
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
５
月
か
ら
８
月
の
キ

ラ
キ
ラ
丼
は
「
う
に
丼
」
で
す
。
詳
し

く
は
ウ
ェ
ブ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

▽
渡
邊
さ
ん

田
束
山

た
つ
が
ね
さ
ん
。
毎
年
５
月
下
旬

か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
咲
き
誇
る
つ

つ
じ
が
綺
麗
で
す
。
ま
た
、
山
頂
か
ら

は
志
津
川
湾
か
ら
太
平
洋
に
か
け
て
の

豊
か
な
自
然
の
景
色
が
一
望
で
き
ま
す
。

▽
江
口
さ
ん
、
近
藤
さ
ん

温
泉
巡
り
。

南
三
陸
温
泉
な
ど
、
東
北
に
は
た
く
さ

ん
の
温
泉
が
あ
る
の
で
、
言
葉
ど
お
り

「
巡
り
」
で
す
。
秘
境
と
呼
ば
れ
る
よ

う
な
温
泉
も
楽
し
め
ま
す
。

取
材
を
と
お
し
て

太
平
洋

宮城県宮城県宮城県

南三陸町南三陸町南三陸町

▲南三陸町観光協会HP ▲南三陸さんさん商店街HP

▲南三陸町HP
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59

愛
知
県
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

大
口
町
消
防
団
出
場

小
牧
市
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
る
第

５９
回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
、
大
口
町
消
防
団
が
丹
羽
郡

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
は
、
４
人
（
補
助
員

１
人
）
１
組
で
、
設
置
さ
れ
た
防
火
水
槽
か

ら
給
水
し
、
火
災
現
場
を
想
定
し
た
火
点

（
か
て
ん
）
と
呼
ば
れ
る
的
を
め
が
け
て
放

水
し
、
撤
収
す
る
ま
で
の
一
連
の
操
作
を
速

く
正
確
に
お
こ
な
う
団
体
競
技
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
技
術
・
機
敏
な
動
き
・
正
確
な
作

業
等
、
４
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
出
場
団
員
は
２０
代
か
ら
４０
代
。
職
業

を
持
つ
傍
ら
、
今
年
１
月
か
ら
約
７
か
月
間
、

週
に
１
〜
４
日
、
夜
間
ま
た
は
早
朝
に
練
習

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
初
心
に
帰
り
、

再
び
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

応
援
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

大
会
当
日
は
、
役
場
か
ら
会
場
ま
で
応

援
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
選
手
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
操
法
に

興
味
の
あ
る
方
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
９
日
貍

出
場
予
定
は
午
前
１１
時
頃

※
雨
天
予
備
日

８
月
１０
日
豸

場
所

小
牧
市
総
合
運
動
場
（
市
民
球
場
）

（
小
牧
市
上
末
３
４
５
０
―

３
０
３
）

費
用

無
料

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

人
数
把
握
の

た
め
、
７
月
２５
日
貊
ま
で
に
役
場
町
民

安
全
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お

申
し
込
み
時
に
集
合
時
間
等
詳
細
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
３
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総務省・経済産業省・愛知県・大口町からの
お知らせです

経済センサスー基礎調査は、事業所および企業の
活動状況を調査し、すべての産業分野における事業
所および企業の従業者規模等の基本的構造を全国お
よび地域別に明らかにすること、各種統計調査の基
礎となる母集団情報の整備を図ることを目的として
実施します。
商業統計調査は、商業を営む事業所について、産

業別、従業者規模別、地域別等に従業者数、商品販
売額等を把握し、我が国商業の実態を明らかにし、
商業に関する施策の基礎資料を得ることを目的とし
て実施します。

統計調査員が調査票の配布、回収にお伺いします
ので、二つの統計調査にご理解とご協力をお願いし
ます。

総務省と経済産業省は、7月1日に、
平成26年経済センサスー基礎調査
と平成26年商業統計調査を一体的
に実施します。

問合せ先 行政課 蘂95-1111 内線183

回数 １団体につき １回／月まで
貸出日および時間 土・日・祝日
午前8時30分から午後5時15分まで

回数 １団体につき 2回／週まで
貸出日および時間 土・日・祝日
午前8時30分から午後5時15分まで
夜間（平日・休日問わず午後６時から９時まで）

貸出
無料

貸出対象団体
行政区・地域自治組織・大口町地域安全パトロール協議会登録団体・アダプトプログラム登録
団体・大口町まちづくり団体・大口町NPO登録団体

貸出対象活動
公益上必要があると認められる次のいずれかに該当する活動
①町が主催、共催または委託する事業に伴う活動 ②環境美化活動 ③防災または防犯に関
する活動
※町内での使用に限ります。 ※年末年始は除きます。
※公務で使用する予定がある場合など貸出しできない場合があります。

公
用
車
貸
出
し
ま
す

軽トラック １台軽トラック　１台軽トラック １台 青色回転灯装備車 2台青色回転灯装備車　2台青色回転灯装備車 2台

問合せ先 行政課 蘂95-1111 内線181
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現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
保
険
証
の

有
効
期
限
は
７
月
３１
日
貅
ま
で
で

す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
中
旬

に
「
簡
易
書
留
」
で
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
お

困
り
の
方
に
対
し
、
納
税
相
談
を
お
こ
な

い
ま
す
。
お
手
元
に
納
税
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
戸
籍
保
険
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
平
日
役
場
へ
お
越
し
い
た

だ
く
こ
と
の
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
下

記
の
日
程
で
休
日
納
税
相
談
を
お
こ
な
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
基

本
的
に
８
月
１
日
か
ら
翌
年
の
７
月
３１
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に

該
当
さ
れ
る
方
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
７５
歳
に
な
る
方

▽
７０
歳
に
な
る
方

▽
退
職
者
医
療
被
保
険
の
本
人
ま
た
は
扶

養
者
が
６５
歳
に
な
る
方

詳
し
く
は
、
戸
籍
保
険
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
限
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

医
療
機
関
で
１
か
月
に
支
払
っ
た
窓
口

負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
、

後
日
申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費
と
し
て
払

い
戻
し
さ
れ
ま
す
が
、
受
診
時
に
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
の
負
担
で
す
み
ま
す
。

※
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

あ
ら
か
じ
め
戸
籍
保
険
課
の
窓
口
へ
申

請
し
て
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
保

険
証
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
）。

※
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
３１
日
貅
ま
で
で
す
。
引
き

続
き
認
定
証
の
必
要
な
方
は
、
戸
籍
保

険
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
認
定
証

の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
方
へ

受診する
ときに必要なもの

自己負担限度額

上位所得者
（基礎控除後の所得が
600万円超）

保険証、
限度額適用認定証

150,000円＋1％
（83,400円）

一般
保険証、
限度額適用認定証

80,100円＋1％
（44,400円）

低所得者
（住民税非課税世帯）

保険証、
限度額適用・標準負担
額減額認定証

35,400円
（24,600円）

※自己負担限度額の「＋1％」は、実際にかかった医療費の総額が、
上位所得者500,000円、一般267,000円を超えた場合に、超過額の
1％を追加するという意味です。

※（ ）内は、年4回以上該当した場合の4回目以降の金額です。
※平成27年1月から高額療養費制度の改正が予定されています。

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

日
時

７
月
２７
日
豸

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
０
時

３０
分

場
所

役
場

戸
籍
保
険
課

国
民
健
康
保
険
税

休
日
納
税
相
談

国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ



賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
が
５８
万

円
以
下
の
方
は
、
所
得
割
額
が
５０
％
軽
減

さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る

前
日
に
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合

等
の
被
扶
養
者
（
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
組
合
加
入
者
を
除
く
）
だ

っ
た
方
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
９
割

減
額
さ
れ
、
所
得
割
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
原
則
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し

引
き
）
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別

徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
額
が
年
間

１８
万
円
未
満
の
方
、
も
し
く
は
介
護
保

険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合

わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
場
合
は
、
特
別
徴
収
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
手
続
き
の
都
合
上
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
っ
て
す
ぐ

に
は
特
別
徴
収
に
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
最
初
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
等
で

の
個
別
納
付
）、
途
中
か
ら
は
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

▽
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
に
な
ら
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
等

で
の
個
別
納
付
）
と
な
り
ま
す
。
便
利

な
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

戸
籍
保
険
課
窓
口
ま
た
は
町
税
等
取
扱

金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
は
、
７
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
各
月
で
す
。

保
険
料
の
支
払
方
法
・
納
期

平
成
26
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

７
月
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

問
合
せ
先

役
場

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
５
１

均等割額の軽減について

4月1日現在の世帯状況において、同じ世帯に属する「世帯主」と「後期高齢者医療被保険
者」の総所得金額等の合計額により均等割額が減額されます。ただし、年金所得については、
特例としてさらに15万円が控除されます。

総所得金額等の合計が33万円以下の世帯で、
同一世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下で
その他各種所得がない世帯（例えば給与収入等があ
る場合、控除後の所得が0円の場合です）

総所得金額等の合計が33万円以下の世帯

総所得金額等の合計が
33万円＋（24.5万円×被保険者数）以下の世帯

総所得金額等の合計が
33万円＋（45万円×被保険者数）以下の世帯

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
特
例

均等割額を9割減額 （41,185円）

均等割額を8.5割減額 （38,897円）

均等割額を5割減額 （22,881円）

均等割額を2割減額 （9,153円）

所
得
割
額
の
軽
減

軽減額

均等割額
45,761円

保 険 料 の 計 算 方 法

保険料額は、一人ずつ均等に負担していただく「均等割額」と、所得に応じて負担してい
ただく「所得割額」の合計額です。なお、一人あたりの上限額は570,000円です。

保険料額 所得割額
（総所得金額等－330,000円）×9.00％＝ ＋
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国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効

期
限
は
７
月
３１
日
貅
ま
で
で
す
。
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
旧
保
険
証
の
灰
色

か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す
。
有
効

期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
８
月
１
日
貊
以
降
に
医
療
機
関
等
で

受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保
険
証

の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
が
必

要
で
す
（
す
で
に
「
送
付
先
変
更
申
請
書
」

を
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
改
め
て
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

印
か
ん
と
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を

お
持
ち
の
上
、
戸
籍
保
険
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
送
付
先
を
住
民
登
録

地
へ
戻
す
場
合
に
も
申
請
が
必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

すこやか健康診査を受けましょう

実施期間
7月1日（火）～10月31日（金）

7月から健康診査が始まります。ご自身の
健康状態や日ごろの生活習慣を確認し、すこ
やかな生活を送るため、この機会にぜひ受診
しましょう。
受診場所 大口町・扶桑町内の医療機関
受診方法 事前に医療機関に予約し、健康診
査記録票・保険証等を持参の上受診して
ください。詳しくは事前に送付した通知
書をご覧ください。

▽
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

の
有
効
期
限
が
、
今
年
の
７
月
３１
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
期
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
を
８

月
に
更
新
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
７
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

証
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

所
得
制
限

▽
扶
養
０
人
の
場
合

１
９
２
万
円

▽
扶
養
１
人
の
場
合

２
３
０
万
円

▽
扶
養
２
人
の
場
合

２
６
８
万
円

▽
扶
養
３
人
の
場
合

３
０
６
万
円

▽
扶
養
４
人
の
場
合

３
４
４
万
円

現
在
、
所
得
制
限
超
過
に
よ
り
受
給

要
件
に
該
当
し
て
い
な
い
方
で
、
平
成

２４
年
に
比
べ
、
平
成
２５
年
分
の
所
得
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
受
給
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
戸
籍

保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

平成26年7月号10



日
時

７
月
２７
日
豸

午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
後
０
時
３０
分
ま
で
開
設

７
月
１１
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

銀
行
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
あ
れ
ば
、
役
場
税
務
課
窓
口
で
簡

単
に
申
請
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※
申
請
時
、
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
で
す
。

※
手
続
き
が
で
き
な
い
金
融
機
関
等
も
あ

り
ま
す
。

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

登
記
あ
り
家
屋

法
務
局
（
春
日
井
市
）

で
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
記
な
し
家
屋

役
場
税
務
課
で
取
り
壊

し
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
等
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
ら

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・
標

識
交
付
証
明
書
を
持
参
し
、
役
場
税
務

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
等
を
購
入
し
た
ら

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

印
か
ん
・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡

証
明
書
を
持
参
し
、
１５
日
以
内
に
役
場

税
務
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
な
ど
申
告
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自

動
車
以
外
の
手
続
き
場
所

※
三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所

小
牧
支
所

※
二
輪
小
型
自
動
車
・
普
通
車

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局

小
牧
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所

※
軽
二
輪
自
動
車
（
１
２
６
cc
か
ら
２
５

０
cc
）

愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
小
牧
分
室

※
車
両
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

今
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
物
件
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
る
た
め
、
家
屋
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
物
の
構
造
や
使
用
資
材
を

調
査
し
て
、
来
年
度
の
固
定
資
産
税
を
算

出
す
る
た
め
の
も
の
で
、
事
前
に
調
査
日

時
を
調
整
し
、
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
て

お
こ
な
い
ま
す
。

調
査
時
に
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
図
面
な
ど
の
書
類
や
各
部
屋
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
８

収収
納納
窓窓
口口
のの
開開
設設

家家
屋屋
調調
査査
にに
ごご
協協
力力
をを

税税
にに
関関
すす
るる
手手
続続
きき
のの
おお
知知
らら
せせ

納納
税税
はは
便便
利利
なな
口口
座座
振振
替替
でで

生
涯
学
習
講
座
の
講
師
募
集

生
涯
学
習
課
で
は
「
だ
れ
で
も

ど
こ
で
も

気
軽
に
学
べ
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
い
ろ
い
ろ
な
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
の
方
か
ら
「
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
み
た
い
。
ま
た
は
、

こ
ん
な
講
座
を
体
験
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
れ

か
ら
も
よ
り
一
層
、
講
座
内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
講
座
の
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館

２
階
）
窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

期
間

７
月
２
日
貉
か
ら
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課

中
央
公
民
館
２
階
（
月
・
火
・
祝
日

休
み
）

蘂
９５
―

３
１
５
５

薨
９５
―

６
７
５
５

大口町元気なまちづくり事業
電子オルガンコンサート
未来へのシンフォニー

安井正規 電子オルガンコン
サートを開催します。オルガン
の響きをお楽しみください。
日時 8月2日貍 午後1時30
分から

場所 ほほえみプラザ1階 多
目的室

定員 75名
参加費 500円
※中学生までは200円
主催 集まれ！ まちの芸術家
たちの会

後援 大口町教育委員会
申込みおよび問合せ先
NPO法人まちねっと大口
蘂22ー6642
NPO法人子どもと文化の森
蘂94ー1223
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４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
い

臨
時
的
な
給
付
金
・
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

子育て世帯臨時特例給付金子育て世帯臨時特例給付金
（国制度）（国制度）

子育て世帯臨時特例給付金
（国制度）

所得の低い方の負担を緩和します。 子育て世帯の負担を緩和します。

消費税率の引上げに際し、所得
の低い方々への負担の影響に鑑
み、暫定的・臨時的な措置とし
て実施します。

消費税率の引上げに際し、子育
て世帯への影響を緩和するとと
もに、子育て世帯の消費の下支
えをはかる観点から、臨時的な
給付措置として実施します。

イメージイメージイメージ

単身世帯・フリーター

高齢者世帯

子どもがみんな
高校生以上の世帯

中学生以下の子がいる世帯
（子育て世帯）

注）「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」は、受け取ることができるのはど
ちらか１つの給付金です。

※町のホームページも参考にしてください。http://www.town.oguchi.aichi.jp/

臨時福祉給付金（国制度）臨時福祉給付金（国制度）臨時福祉給付金（国制度）

対象者

低所得世帯 対象者 中所得世帯

臨時福祉給付金の対象

消費税率の引上げが子育て世帯の負担を重く
し、次代を担う児童の健全育成に影響をおよ
ぼすことのないよう特に子育て世帯を支援す
るため、国の給付金に加えて愛知県内にお住
まいの子育て世帯に手当を給付します。

子育て支援減税手当子育て支援減税手当
（愛知県制度）（愛知県制度）
子育て支援減税手当
（愛知県制度）
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臨時的な給付金・手当

はい

はい

はい

※当チャートはあくまで一般的な場合を想定しています。ご不明な点は15ページの
問い合わせ先までお尋ねください。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の対象者診断チャート臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の対象者診断チャート

臨時福祉給付金臨時福祉給付金 支給要件　　支給要件

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の対象者診断チャート

臨時福祉給付金 支給要件

基準日は平成26年1月1日になります。

生活保護を
受けていま
すか。

26年度分の
住民税は課
税されてい
ますか。

26年度分の住
民税が課税され
ている方に生活
の面倒を見ても
らっています
か。

加算対象の基
礎年金・国の児
童扶養手当等
を受給してい
ますか。

支給対象者 ● 平成26年度分の住民税が課税されていない方が対象です。

●老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者 ※１
●児童扶養手当 (国制度のみ）特別障害者手当等の受給者など ※２

※１ 平成26年３月分の受給権があり、４月分または５月分の年金の支払いがある方が対象です。
※２ 平成26年１月分の手当等を受給している方が対象です。

ただし、 は除きます。● 課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合
● 生活保護の受給者である場合 など

支 給 額 ● １人につき 10,000円（１回限り）
● 下記の《加算対象者》は１人につき５,000円を加算

加算対象者

区分

単身

夫婦

夫婦子１人

夫婦子２人

100万円

156 万円

205.7 万円

255.7 万円

非課税限度額※（給与収入ベース） 区分

65歳以上

65歳未満

65歳以上

65歳未満

155万円

105 万円

211 万円

171.3 万円

非課税限度額※（年金収入ベース）
（給与所得者）

※生活保護基準の１級地（東京都 23区等）における非課税限度額

（公的年金等受給者）

単身

夫婦

下記表１を参照
してください。

次のページの
表２を参照して
ください。

※保護基準の改定で
消費税の負担に対
応します。

対象ではありません

対象ではありません

26年1月分の児童手当等を受給していますか。
（中学生以下の児童がいますか。）

25 年の所得は制限額以上ですか。

はい

はい

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

臨時福祉給付金の
支給対象者となる
可能性がありま
す。（1万円）

臨時福祉給付金の
支給対象者となる
可能性がありま
す。( 加算を含む
１万５千円 )

子育て世帯臨時特
例給付金の支給対
象者となる可能性
があります。

臨時福祉

臨時福祉

子育て世帯

住民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）表 1

スタート
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臨時的な給付金・手当

はい

はい

※当チャートはあくまで一般的な場合を想定しています。ご不明な点は 15ページの
問い合わせ先までお尋ねください。

子育て世帯臨時特例子育て世帯臨時特例給付金給付金 支給要件　　支給要件子育て世帯臨時特例給付金 支給要件

子育て支援減税手当子育て支援減税手当 支給要件　　支給要件子育て支援減税手当 支給要件

子育て支援減税手当の対象者診断チャート子育て支援減税手当の対象者診断チャート子育て支援減税手当の対象者診断チャート

支給対象者 ● 次のどちらの要件も満たす方が対象です。
① 平成26年１月分の児童手当・特例給付※を受給
② 平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満（表２の限度額目安未満かどうか）
※特例給付とは、所得が高額な方について、児童１人当たり月額5,000円を支給しているものです。

ただし、 は除きます。●「臨時福祉給付金」の対象となる児童
● 生活保護の受給者となっている児童 など

支 給 額 ● 対象児童1人につき 10,000円（１回限り）

区分（扶養親族等の数）

子１人（１人）

夫婦子１人（２人）

夫婦子２人（３人）

875.6 万円

917.8 万円

960 万円

限度額目安※（給与収入ベース）

平成26年１月１日時点で
愛知県内にお住まいです
か。

26年1月分の児童手当等を
受給していますか。
（中学生以下の児童がいま
すか。）

25年の所得は制限
額以上ですか。

対象ではありません。

いいえいいえ いいえ

はい

子育て支援減税手
当の支給対象者と
なる可能性があり
ます。

子育て支援

対象児童 ● 支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童

支給対象者 ● 次の全ての要件も満たす方が対象です。
①平成26年１月１日時点で愛知県内にお住まいの方
②平成26年１月分の児童手当・特例給付※を受給
③平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満（表２の限度額目安未満かどうか）
※特例給付とは、所得が高額な方について、児童１人当たり月額5,000円を支給しているものです。

※「臨時福祉給付金」の対象となる児童や生活保護の受給者となっている児童なども対象です。

支 給 額 ● 対象児童1人につき 10,000円（１回限り）

対象児童 ● 支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童

児童手当の所得制限限度額（給与収入ベース）表 2
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臨時的な給付金・手当

申請方法申請方法申請方法

給付金の受取方法給付金の受取方法給付金の受取方法

本人確認書類
代表で申請される方の写真付住民基本台帳カード、運転免許証、旅券・在留カード等の写し
他の支給対象者については、健康保険証の写しでも可
指定した口座が確認できる書類
金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳やキャッシュカードの写し

外国人住民の方
在留カードや特別永住者証明書の写し（子育て世帯の方は、対象児童の分のみ）

※ 公務員の方の子育て世帯臨時特例給付金および子育て支援減税手当に係る申請書については、受給状況証明書と併せて勤務先で
配布されます。

受付場所・時間

大口町健康福祉部 福祉こども課（ほほえみプラザ１階）
午前8時30分から午後5時15分（土、日、祝日除く）

受付期間

平成26年7月７日（月）から12月26日（金）
※ 郵送の場合は平成26年12月26日（金）必着
※ 期間を過ぎると給付金を受け取れなくなります。
必ず期間内に申請してください。提出書類

問合せ先

申請書 (各給付金について対象と思われる方に7月初めに送付します )

※ 子育て世帯の方で、児童手当の口座を廃止した等、それと異なる口座（支給対象者名義に限る）を希望する方は必要な書類
がありますので事前にご相談ください。

● 臨時福祉給付金については、申請書に記載した指定口座に入金されます。
● 子育て世帯の方については、原則、児童手当の振込口座に入金されます。

ご注意ご注意ご注意

※ 13ページの加算対象者の要件に関する説明部分もお読みください。

児童手当の受取口座を指定する場合は上記の確認書類は不要です。
ただし、公務員の方は口座情報が確認できる書類が必要です。

● 国の給付金について、受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。
● 原則として、受付期間外の申請や平成26年１月１日時点で大口町に住民票がない方の申請は受け付けられ
ませんのでご注意ください。

● 申請期間などは、各市町村により異なります。大口町以外が申請先となる方は、事前にその市区町村に問
い合わせるか、ホームページなどで確認するようにしてください。

●老齢基礎年金など、臨時福祉給付金の加算対象の年金・手当等の裁定等の請求が可能で、まだおこなって
いない方は、平成26年9月30日までに裁定等の請求をおこなっていただく必要があります。

●申請方法に関する問合せ先
●制度に関する問合せ先

大口町健康福祉部 福祉こども課 蘂94-1222
厚生労働省 ２つの給付金に関する専用ダイヤル蘂0570-037-192
愛知県 子育て支援減税手当コールセンター 蘂052-954-6248

「子育て世帯臨時特例給付金」
「子育て支援減税手当」

一定の住居を持たない方でいずれの市区町村にも住民票がない方については、平成26年1月２日以降であっても大口町で
住民票の手続をおこなえば申請をおこなうことができます。
DV被害者や児童福祉施設等に入所している児童等で、他の市区町村から住民票を移さずに大口町にお住まいの方につい
ては、大口町で申請を受け付けることができる場合がありますのでご相談ください。

※

※

：



保
健
所
で
は
神
経
難
病
の
患
者
さ
ん
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
音
楽
療
法
を
テ
ー
マ
に
、
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
声
を
出
し
た
り
体
を
動
か

し
た
り
等
と
、
楽
し
い
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
１８
日
貊

午
後
２
時
か
ら
４

時
ま
で

内
容

音
楽
療
法

「
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
」

講
師

す
ず
ら
ん
音
楽
療
法
研
究
所

市

川
三
棹
さ
ん

会
場

江
南
市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館

（
江
南
市
布
袋
町
東
３
５
９
）

参
加
費

無
料

申
込
み
期
限

６
月
２５
日
貉
か
ら
７
月
１６

日
貉
ま
で

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

江
南
保
健
所

健
康
支
援
課

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
難
病
担
当
）

蘂
５６
ー
２
１
５
７
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みんなで進める！

健康おおぐち21 第二次計画

飲んだアルコールは胃や小腸から吸収され最終的に肝臓へ運ばれます。アルコールは肝
臓で代謝され、アセトアルデヒドに分解されます。アセトアルデヒドはお酒を飲んだ時に顔が
赤くなったり動悸や吐き気、頭痛などの原因となるものです。
アルコール20ｇの分解に必要な時間の目安に個人差はありますが、男性で4時間・女性で

5時間といわれます。
◆例えば◆
ビール中瓶（500㎖）を3本飲むと、アルコールは体内に12時間留まり、次の日でも飲酒運

転になることがあります。
寝る前にお酒を飲むと体は休まりません。睡眠補助品としては使わないようにしましょう。

●睡眠補助品等を
使いますか？

平成24年におこなった健康や生活習慣等に関するアンケート調査結果では、眠りを
助けるために睡眠剤や安定剤などの薬やアルコールを使っている人は12.1%、性別で
見ると女性に比べて男性のほうが高い傾向がありました。
また、使用している睡眠補助品等の内訳は、睡眠剤や安定剤が半数、残り半数はアル

コールを利用している実態がありました。

今回は、【アルコール分野】について紹介します。

No.2

●使用している
睡眠補助品等は何か？

アルコール分野（いちおし事業） 楽しく健康的に飲めるお酒の量を守る

節度ある適度な飲酒は
１日平均 純アルコールで
約20g程度

■過度の飲酒による健康被害■
・脳の萎縮 ・胎児性アルコール症候群（知能障害、発達障害）
・アルコール依存症 ・脂肪肝 ・肝硬変 ・痛風 ・食道炎
・高血圧や糖尿病の悪化 ・むし歯や歯周病

※純アルコール量＝飲んだ量（ml）×度数（15度もしくは15％なら0.15）×0.8 （厚生労働省「健康日本21」より引用）

お酒の種類

アルコール度数

純アルコール量

5％

20g 22g 20g 50g 12g

15％ 43％ 35％ 12％

ビール
（中瓶1本500ml）

清酒
（1合180ml）

ウイスキー・
ブランデー

（ダブル60ml）

焼酎（35度）
（1合180ml）

ワイン
（1杯120ml）

使う　使う
12.1％　12.1％

睡眠剤や睡眠剤や
安定剤安定剤
46.7％46.7％アルコールアルコール

56.6％　56.6％

その他その他
0.9％　0.9％

使う
12.1％

使わない
87.2％

睡眠剤や睡眠剤や
安定剤安定剤
46.7％46.7％アルコールアルコール

56.6％　56.6％

その他その他
0.9％　0.9％

睡眠剤や
安定剤
46.7％アルコール

56.6％

その他
0.9％

申込みおよび問合せ 蘂94―0051

今
月
の
健
康
俳
句

京
御
膳
舌
鼓
し
て
春
惜
し
む

土
川
喜
一
郎

幸
せ
の
笑
み
い
っ
ぱ
い
の
土
曜
午
後

土
田
千
恵
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

神
経
難
病
患
者
家
族
教
室



が
ん
ば
り
ま
す

高
齢
者
福
祉
協
力
員
で
す

94̶005194̶0051
（ほほえみプラザ2階）
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「
一
人
じ
ゃ
な
い
き
っ
と
見
つ
か
る

そ
の
ヒ
ン
ト
」
〜
大
人
も
子
ど
も
も
、
今

や
れ
る
こ
と
を
考
え
る
〜

と
題
し
て
、
今
年
度
も
障
が
い
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ご
家
族
や
お
子
さ
ん
の
障
が
い
や
発
達

の
こ
と
で
、「
今
の
関
わ
り
方
で
い
い
の

か
な
ぁ
」「
他
の
ご
家
族
は
ど
う
し
て
る

の
？
」「
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
人
は

い
な
い
か
な
ぁ
」
な
ど
、
不
安
や
悩
み
を

か
か
え
こ
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
講
師
の
進
行
の
も
と
、
座
談
会

形
式
で
意
見
交
換
・
交
流
を
し
な
が
ら
一

緒
に
そ
の
「
ヒ
ン
ト
」
を
探
り
ま
す
。

日
時

７
月
１３
日
豸

午
後
１
時
か
ら
４

時
場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

多
目
的

室
対
象

親
族
に
知
的
障
が
い
や
発
達
障
が

い
の
あ
る
方

講
師

社
会
福
祉
法
人
養
楽
福
祉
会

地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

尾
張
北
部
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

綱
川

克
宜
さ
ん

相
談
支
援
専
門
員

山
中
利
宏
さ
ん

託
児
お
よ
び
託
児
料
金

６
か
月
か
ら
小

学
３
年
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
託
児
を
お

こ
な
い
ま
す
（
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

の
み
）。

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き

３
０
０
円

申
込
締
切

７
月
１０
日
貅

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
グ
ル
ー
プ
編
成
の
関

係
上
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
参
加
お
よ
び
託
児
の
お
申
し

込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

大
口
町
下
小
口
七
丁
目
２１
番
地

（
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
敷
地
内
）

大
口
中
学
校
東
側

蘂
９４
ー

２
２
２
７

こんにちは！
高齢者と障がい者の総合相
談窓口の大口町地域包括支
援センターです。

（
敬
称
略
）

前
列

三
輪

幾
子

（
南
小
学
校
区
）

舟
橋

み
ち
よ
（
南
小
学
校
区
）

社
本

良
子

（
南
小
学
校
区
）

水
野

多
三
男
（
北
小
学
校
区
）

三
輪

賀
子

（
西
小
学
校
区
）

伊
藤

邦
子

（
西
小
学
校
区
）

三
輪

和
子

（
北
小
学
校
区
）

後
列

安
藤

文
子

（
北
小
学
校
区
）

三
輪

伊
智
代
（
南
小
学
校
区
）

渡
辺

三
枝

（
北
小
学
校
区
）

伊
藤

寿
満
子
（
北
小
学
校
区
）

酒
井

順
子

（
西
小
学
校
区
）

坂
井
田

秋
子
（
西
小
学
校
区
）

井
上

豊
子

（
南
小
学
校
区
）

松
本

恵
美
子
（
西
小
学
校
区
）

４
月
か
ら
の
新
し
い
高
齢
者
福
祉
協
力

員
が
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
協
力
員
は
、
在
宅
で
生
活

し
て
い
る
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
や
そ

の
介
護
者
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
を
訪
問
し
た
時
に
は
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
等
し
て
く
だ
さ
い
。
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
堅
く
守
り
ま
す
。
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行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
（
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）
２
階

保
健
セ
ン
タ
ー

BCG予防接種 11（金） 午後1:00
～1:20

平成26年2月生まれ（予診票、母子手帳を持参）
※対象以外は要予約

4か月児健診 23（水） 午後1:00
～1:20

平成26年3月生まれ ※助産師の母乳相談もあ
ります（4か月児健診対象者以外は要予約）

10か月児健診 8（火） 午後1:00
～1:20 平成25年9月生まれ

1歳6か月児健診 15（火） 午後1:00
～1:20 平成24年12月生まれ

3歳児健診 2（水） 午後1:00
～1:20 平成23年6月生まれ

2歳3か月児歯科健診 16（水） 午後1:00
～1:20

平成24年4月生まれ
（母子手帳、コップ、歯ブラシ、タオルを持参）

母子健康手帳交付説明会 3（木）
17（木）

午前9:40
～9:50

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導
（妊娠届出書を持参）

子育て相談室 28（月） 午前9:00
～11:00

身長・体重測定、育児・発育・発達相談
※要予約

らくらく離乳食教室 16（水）
午前9:45
～10:00

離乳食前・中期のお話とデモンストレーション
※要予約

保健師・栄養士による
健康相談

11（金）
25（金）

午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康についての相談
※第1・3金曜日は戸籍保険課でも相談できます。

歯科衛生士による口腔相談 11（金）
25（金）

午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法などの
相談 ※要予約

歩く健康のつどい 8（火）
22（火）

午前9:30
～9:45 ストレッチ体操、1時間歩行など

ポールウォーキング
自主活動 毎週水曜日 午前9:30

～11:00
ポール体操とポールウォーキング
※予約不要（雨天中止）

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

11（金）
25（金）

午前10:00

外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエーシ
ョン・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

1（火）
15（火） 介護予防のための筋力トレーニングを中心とし

た運動・その他レクリエーションをおこないま
す。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
8（火）
22（火）

保
健
所
で
は
、
膠
原
系
難
病
の
患
者
さ

ん
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
医
療
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
専
門
医
の
先
生
か
ら
病
気

の
こ
と
や
日
常
生
活
上
で
の
工
夫
点
等
を

講
義
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
質
問
に
も
答

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
、

関
心
の
あ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
１４
日
豺

午
後
２
時
か
ら
４

時
ま
で

内
容

医
療
講
演
会
「
膠
原
病
の
理
解
と

療
養
生
活
上
の
ポ
イ
ン
ト
」

講
師

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院

小
野

田
覚
さ
ん

会
場

江
南
保
健
所

３
階
大
会
議
室

参
加
費

無
料

申
込
み
期
限

６
月
３０
日
豺
か
ら
７
月
９

日
貉
ま
で

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

江
南
保
健
所

健
康
支
援
課

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
難
病
担
当
）

蘂
５６
ー
２
１
５
７

膠
原
系
難
病
患
者
家
族
教
室
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夏休みチャレンジ講座夏休みチャレンジ講座夏休みチャレンジ講座夏休みチャレンジ講座夏休みチャレンジ講座夏休みチャレンジ講座夏休みチャレンジ講座夏休みチャレンジ講座夏休みチャレンジ講座 活動団体の皆さんによる講座です活動団体の皆さんによる講座です活動団体の皆さんによる講座です

午前の部 午前9時30分集合 ／ 午後の部 午後1時集合88月月77日（木）日（木）8月7日（木）場所および時間／ほほえみプラザ4階 ほほえみホール

午前の部 （午前10時から正午）

午後の部 （午後1時30分から3時30分）

①親子イタリア料理教室

②スイーツデコ

講師／車椅子シェフ
定員20名（小学生以上の親子）
参加費 一人500円

講師／アトリエ・ビー 参加費（2コ）300円
園児以上（低学年以下は親子参加）

親子で一緒にイタリアの文化を学びながら料理を
作りませんか？ メニュー／アボカドのリゾット＆
キャラメルアーモンドの焼き菓子 ※卵、小麦粉の
アレルギーの方は、申し込み時にお知らせください。

ヘアピン、ヘアゴム、ペットボトルキャップを作ろう！

④エコクラフトでカゴ作り
講師／NPO法人まみーぽけっと
園児以上（低学年以下は親子参加）
定員30名 参加費（１コ）300円

エコクラフト（紙バンド）で、カゴを作り、おしゃ
れに飾ろう。

⑤ドライアイスで遊ぼう
講師／NPO法人子どもと文化の森
小学生以上（1・2年生は親子参加）
定員12組 参加費（１組）200円

ドライアイスの簡単な実験を楽しもう。

⑥「よく飛ぶ飛行機」
工作教室

講師／大口少年少女発明クラブ
小学生（低学年は親子参加）
定員20組 参加費（１コ）100円

垂直飛行機、傘袋ロケットなどを作ろう。

⑦お手玉あそび 講師／大口さくらメイト
誰でも 定員20名 お手玉あそびを楽しくマスターしよう。

⑪「わくわくクレープ作り」
と「英語であそぼう」

講師／サラダボールCo. 定員24人
小学生以上 参加費 (一人 )200円 クレープ作りと英語のカードゲームをします。

⑫レッツチャレンジ！
心肺蘇生

講師／ウィル大口スポーツクラブ
10組20名 小学生親子

親子で心肺蘇生の体験をおこないます。いざというときの
心肺蘇生の方法を専用の人形を使って身につけよう。

⑬楽しく「おりがみ」講座 講師／おりひめ 定員20名
幼児以上（未就学児は親子で）

年齢に合わせた楽しいおりがみ教室。
一枚の紙がかわいい動物や動くおもちゃなどに変身！

⑭みんなで楽しく楽器体験 講師／ウィンドハーモニー大口
定員10名 小学生以上（低学年は親子で）

吹奏楽で使われる楽器に触れ、体験してみよ
う。

⑮夏の伝統行事！

「灯篭」づくり

講師／矢戸川をきれいにする会
小学生以上（低学年は親子）
参加費（1セット）300円 定員20組

お盆の行事の送り火の一種である「灯篭流し」。
中にろうそくを灯して川に流すオリジナルの「灯
篭」を作ろう！（矢戸川での灯篭流し8/15に参加
することもできます）

⑩ブレスレット作り 講師／まちねっと大口 参加費300円 かわいいビーズでオリジナルのブレスレットを作ろう。

⑨伝統芸能
「桶 (おけ )打ち」体験

講師／平成民歌クラブ
定員10名 高学年以上

めずらしい伝統芸能の「桶 (おけ )打ち」。和太鼓の音
が全身にひびきます。お祭りや和太鼓が好きな子、ぜ
ひご参加ください。こんな体験は他ではできない！

⑧楽しく「いけ花」体験
講師／集まれ！まちの芸術家たちの会
園児以上（低学年以下は親子参加）
定員20組 参加費（1セット）200円

切り花でモビールかレリーフを創ろう。（モビール、
レリーフ各10組）

③かんたん中国語 講師／中国語クラブ 小学生以上～大人 日本語と中国語でしおりを作ってみよう。

ABC～

とうろう

申込みおよび問合せ先 7月1日貂から19日貍まで（先着順）※参加費を添えてお申し込みください。締め切り後の
返金はできませんのでご了承ください。NPO法人まちねっと大口 月曜日から土曜日（祝日除く）午前9時から
午後5時 正午から午後1時を除く 蘂22-6642 主催／NPO法人まちねっと大口・大口町
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7月の行事

子育て支援

アルバム

近隣保育園の駐車場をご利用ください。

蘂95-3528

蘂95-7141

蘂96-0481

★七夕飾り作り
7月1日（火） 午後3時30分から4時30分

★七夕会＆ぷるぷるフルーツグミ作り（元気クラブ主催）
7月5日（土） 午前10時から正午
定員25名 費用100円 申込み 6月23日（月）から 先着順
持ち物 水筒、エプロン、ハンカチ
★卓球にチャレンジ！
7月14日（月） 午後4時から5時
対象 小学3年生以上

★七夕飾り作り
7月1日（火）、2日（水） 午後4時から5時
短冊に願い事を書いたり、七夕飾りを作ろう！

★絵手紙をかこう（元気クラブ主催）
7月25日（金） 午後1時30分から3時30分
持ち物 自分が描きたい物 （野菜、葉っぱ、花など）、
色えんぴつ、クレヨン 申込み 7月7日（月）から

★夏休み工作「木のおもちゃ作り」
7月28日（月） 午後1時30分から3時30分
申込み 7月15日（火）から24日（木）まで

★野点 （元気クラブ主催）
7月5日（土） 午前9時30分から正午
定員30名 費用100円

★体育遊び 「ビーチバレー」
7月8日（火） 午後4時から 対象 小学生

★木工製作 （元気クラブ主催）
7月25日（金） 午後2時から
対象 小学生

なつやすみ うみにいっぱい いきたいな（南小3年）
くわがたを ぼくつかまえる たのしみだ（南小1年）
かきごおり ながしそうめん たべたいな（南小1年）

コアラ広場（北）・ちびっこ広場(西）・めだか広
場（南)
4日（金）・7日（月）・11日（金）・14日（月）
※午前10時30分から11時30分
※3歳までの親子ならどなたでも参加できます。
なかよし（南）（西）（北）
1日（火）・15日（火）
※午前10時30分から11時30分
※平成26年度満3歳になるお子さんとその親。
※各児童センターに乳幼児体重計を設置しましたの
でご利用ください。

※各児童センターでは、毎月ぬいとり、川柳、けん玉検定、折り紙、将棋、囲碁、絵本の読み聞かせなどをおこなっ
ています。詳しくは、大口町ホームページや各児童センターにある「センターだより」をご覧ください。

※地域のみなさんも遊びに来てください。そんなふれ合いのできる児童センターを目指しています。

※写真と本文は関係ありません。
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※写真と本文は関係ありません。

七夕飾りには意味が込められています。

『短冊』 字が上手になりますように。
『吹き流し』 着物が上手に作れますように。
『着物』 着るものが増えますように。
『折りづる』 長生きができますように。
『巾着』 貯金が増えますように。
『とあみ』 食べ物がたくさんとれますように。
『お人形』 病気やけがをしませんように。
みんなの願い事も天まで届きますように…☆

7月の園庭開放日

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター

トレーニングセンター利用についてほほえみプラザ通信

ほほえみプラザ 5階トレーニングセンター
午前9時から午後9時
問合せ先および申込み先 蘂94―0057

●スポーツに興味を持ち、運動する喜びを感じて、体力をつけよう
とする気力が高まる。

●他の人との交わりを意識し、集団での遊びやスポーツを積極的に
取り組むようになる。

トレーニングセンターでは、子どもの運動に必要な筋力（瞬発
力）・持久力（スタミナ）・調整力（バランス）の分野を取り入れ
た小学生対象の短期集中教室をおこないます。
日にち 8月4日豺から7日貅
時間 午前9時30分から10時30分 定員 20名 先着順
受講料 3,090円 講師 中村美穂子さん
持ち物 運動できる服装、帽子、着替え、タオル、水筒
場所 ほほえみプラザ敷地内
申込日 7月1日貂 午前9時30分から

夏のキッズトライアル
小学生のこの時期は…

１０
日
貅

２３
日
貉

２
日
貉

２４
日
貅

１０
日
貅

２３
日
貉

１４
日
豺

２８
日
豺

※
時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
１１
時

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南

保

育

園

西

保

育

園

北

保

育

園

大
口
中
保
育
園

時間
①午前10時から
②午後1時から
③午後6時から
場所
トレーニングセンター体力測定室 他

2万人体力測定実施中

毎月第2水曜日は「体力測定の日」

7月9日貉に実施します



日
時

８
月
９
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正

午
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
３
階

歴

史
民
俗
資
料
館

対
象

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で

※
１０
名
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

内
容

遺
跡
と
土
器
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
後
、
勾
玉
作
成
キ
ッ
ト
で
各
自

勾
玉
を
製
作
。
そ
の
後
、
遺
跡
分
布
調

査
の
一
部
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
町
内
の
遺
跡
で
土
器
片
を
探
し
、

土
器
を
拾
っ
た
場
合
は
資
料
館
に
帰
っ

て
そ
の
土
器
を
洗
い
ま
す
。
洗
っ
た
土

器
は
資
料
館
内
で
一
定
期
間
展
示
し
ま

す
。

持
ち
物

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
い
ら
な
い
歯
ブ

ラ
シ
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
傘

（
雨
天
時
）

服
装

当
日
は
室
内
作
業
と
野
外
を
歩
く

た
め
、
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み

７
月
２

日
貉
か
ら
歴
史

民
俗
資
料
館
で

受
け
付
け
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

※
企
画
展
開
催
中
お
よ
び
小
中
学
校
の
夏

休
み
中
の
水
曜
日
は
開
館
い
た
し
ま
す
。

休
館
日

月
・
火
・
水
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―
０
０
５
５

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

大
口
町
内
の
遺
跡
を
歩
こ
う
！

について
ご紹介します！35

シリーズ 大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス
バスサポ隊の今年度の活動を紹介します !!

今
年
は
10
月
に
、
町
内
の
史
跡
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
る
よ
♪

お
昼
ご
は
ん
は
、
で
き
た
て
の
ヘ
ル

シ
ー
ラ
ン
チ
な
ん
だ
っ
て
！

昨
年
は
、
親
子
で
行
く
町
内
企
業
の

見
学
ツ
ア
ー
に
行
っ
た
ね
！

夏
休

み
の
自
由
研
究
に
も
役
立
っ
た
み
た

い
だ
よ
♪

コミュニティバスサポート隊では随時メンバーを募集しています。気軽にお問い合わせください！

バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里
一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室

回数券・一日乗車券回数券・一日乗車券販売場所販売場所回数券・一日乗車券販売場所
全路線1乗車

100円
小学生以下無料

今年は大口町の団体のみなさ
んと一緒にベンチを作成し、
バス停に設置していこうと計
画しています。
コミバス隊で設置場所の検討
をしていますが、設置場所の
ご意見やご要望がありました
らご連絡ください。

NPO法人まちねっと大口 月曜日から土曜日（祝日除
く） 午前9時から午後5時 正午から午後1時を除く
蘂22-6642 メールmachinet@owari.ne.jp

問合せ先

バス停にベンチをおこう !! バス停にベンチをおこう !!バス停にベンチをおこう !! バス停にベンチをおこう !!バス停にベンチをおこう !! コミバスで行く！1 2 大口町内史跡大口町内史跡めぐりツアーめぐりツアー大口町内史跡大口町内史跡めぐりツアーめぐりツアー大口町内史跡めぐりツアー
ヘルシー
ランチ
付き
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日
時

７
月
１２
日
貍

午
前
１０
時
３０
分
か
ら

場
所

中
央
公
民
館

研
修
視
聴
覚
室

対
象

幼
児
と
そ
の
家
族

暑
い
夏
を
吹
き
飛
ば
せ
！
毎
年
恒
例
の

夏
の
お
は
な
し
会
、
今
年
は
ど
ん
な
お
話

や
お
楽
し
み
が
あ
る
か
な
？

パ
パ
も
マ

マ
も
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ

間
違
い
な
し
！

小
学
校
低
学
年

「
ど
こ
か
い
き
の
バ

ス
」
・
「
ミ
ル
ク
こ
ぼ
し
ち
ゃ
だ
め

よ
！
」
・
「
ひ
ま
わ
り
」
・
「
ま
よ
な

か
の
た
ん
じ
ょ
う
か
い
」

さ
き
ち
ゃ
ん
と
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の

お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
３
人
暮
ら

し
、
今
日
は
さ
き
ち
ゃ
ん
の
６
歳
の
誕
生

日
。
お
母
さ
ん
は
早
く
帰
っ
て
く
る
と
言

っ
た
の
に
、
誕
生
会
は
夜
の
１２
時
か
ら
開

始
。
な
ぜ
こ
ん
な
時
間
に
誕
生
会
な
の
？

小
学
校
中
学
年

「
と
も
だ
ち
は
、
サ
ン

テ
ィ
ー
」
・
「
ち
き
ゅ
う
が
ウ
ン
チ
だ

ら
け
に
な
ら
な
い
わ
け
」
・
「
よ
か
た

い
先
生
〜
水
俣
か
ら
世
界
を
見
続
け
た

医
師
ー

原
田
正
純
」
・
「
た
だ
い
ま
！

マ
ラ
ン
グ
村
〜
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
男
の
子

の
お
話
〜
」

タ
ン
ザ
ニ
ア
が
ど
こ
に
あ
る
国
か
知
っ

て
い
ま
す
か
？
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

お
話
で
す
が
、
本
当
に
あ
っ
た
お
話
で
す
。

あ
る
日
ツ
ソ
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
家
出

を
し
ま
し
た
。
で
も
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

あ
る
町
で
お
兄
ち
ゃ
ん
と
は
ぐ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ツ
ソ
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
？

小
学
校
高
学
年

「
マ
ッ
チ
箱
日
記
」
・

「
時
を
つ
な
ぐ
お
も
ち
ゃ
の
犬
」
・

「
カ
ブ
ト
ム
シ
山
に
帰
る
」
・
「
ふ
た

り
」

転
校
生
の
佳
純
ち
ゃ
ん
へ
の
い
じ
め
を

見
て
し
ま
っ
た
純
一
。
二
人
は
同
じ
作
家

の
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
作
家

の
秘
密
を
探
す
た
め
、
図
書
館
に
通
っ
て

謎
解
き
を
開
始
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
友
情

と
冒
険
物
語
。

※
７
月
か
ら
８
月
の
課
題
図
書
の
貸
出

は
、
貸
出
希
望
が
多
い
た
め
、
１
人
１

冊
１
週
間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
約
は
窓
口
の
み
の
受
け
付
け
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

夏
休
み
の
嫌
な
思
い
出
ラ
ン
キ
ン
グ
を

見
る
と
１
位
宿
題
・
２
位
虫
刺
さ
れ
・
３

位
プ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
「
読
書
感
想
文
を
書
か
ず
に
親
や
先
生

に
し
か
ら
れ
た
」
と
多
く
の
人
が
嫌
な
思

い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
皆
は
、
そ

ん
な
思
い
出
に
な
ら
な
い
よ
う
に
今
年
の

夏
こ
そ
早
め
に
が
ん
ば
ろ
う
！

活力ある人生 信じよう、本の力平成26年7月号 23

図書館HP http://www.town.oguchi.aichi.jp/2193.htm
携帯電話 https://ilisod001.apsel.jp/oguchi_library/wopc/pc/mSrv

おはなしエプロン

おはなし会

日時 7月6日豸午前10時30分
対象 乳幼児
場所 児童室

日時 児童室の掲示板や
館内OPACやホームペー
ジでお知らせしています。

場所 児童室

今
月
の
休
館
日

７
日
豺
、
１０
日
貅
、
１４
日
豺

２２
日
貂
、
２８
日
豺

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

雑
誌
の
リ
ユ
ー
ス
（
無
償
配
布
）

日
時

１２
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
口
付
近

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

夏
の
お
は
な
し
会

第
60
回

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

▲まよなかの
たんじょうかい

▲ただいま！マラング村
～タンザニアの男の
子のお話～

▲ふたり

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
小
学
生
や
中
学
生
を
対
象
に
、
昭
和

３０
年
に
始
ま
っ
た
息
の
長
い
読
書
運
動
で

す
。
昨
年
は
４
４
５
万
超
の
作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
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大
口
町
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
見
学

毎
年
、
南
小
学
校
で
は
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

見
学
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
見
学
を
し
た

４
年
生
（
49
名
）
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
届

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
牛
乳
パ
ッ
ク
は
切
っ
て
出
す
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
も
ワ
ク
チ
ン
の
費

用
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今

度
は
家
族
で
来
よ
う
か
な
。

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
作
業

服
に
な
る
な
ど
学
び
ま
し
た
。
資
源
ご

み
を
回
収
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
良
い
施
設
だ
と
思
い
ま
し
た
。
リ
サ

イ
ク
ル
だ
け
で
な
く
、
４
Ｒ
を
守
る
こ

と
も
大
事
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

▽
ゴ
ミ
出
し
に
い
っ
た
こ
と
も
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
来
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

▽
ど
う
や
っ
て
分
別
す
る
の
か
、
何
人
の

人
が
来
る
の
か
、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の

会
員
さ
ん
も
手
伝
い
に
き
て
い
る
と

か
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

▽
ご
み
の
種
類
で
粗
大
ご
み
が
あ
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
資
源
ご
み
で
も
分
類
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

▽
分
別
を
３０
秒
で
で
き
る
と
思
っ
た
ら
、

け
っ
こ
う
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
度
は
、
３０
秒
で
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
ア
ル
ミ
缶
も
磁
石
で
分

か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▽
ご
み
を
出
す
と
き
に
大
き
な
袋
で
入
れ

や
す
く
し
て
あ
り
、
大
き
な
字
で
ご
み

の
種
類
も
か
い
て
あ
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
４
Ｒ
と
は

「
リ
フ
ュ
ー
ズ：

不
要
な
も
の

や
余
計
な
も
の
を
断
る
」「
リ
デ
ュ
ー
ス：

詰

め
替
え
商
品
な
ど
で
ご
み
を
減
ら
す
」「
リ
ユ

ー
ス：
く
り
か
え
し
使
っ
て
ご
み
に
し
な
い
」

「
リ
サ
イ
ク
ル：
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
」

こ
と
で
す
。

駐
車
場
案
内
図

大
口
町
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー右折 左折道路

駐車場

大
口
町
資
源

リ
サ
イ
ク
ル

総合運動場側

止まれ一方通行

出口入口

41

さくらさくら
総合病院総合病院
さくら
総合病院

総合運動場

ほほえみほほえみ
プラザプラザ
ほほえみ
プラザ

大口町下小口
六丁目 184番地

資源リサイクルセンター資源リサイクルセンター資源リサイクルセンター
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出入口

資源リサイクルセンター

～場内配置図～

カート置き場

資源リサイクルセンター資源リサイクルセンターを正しくを正しく利用利用しましょうしましょう！！資源リサイクルセンターを正しく利用しましょう！

月曜日から土曜日 午前9時から正午
午後1時から4時（祝日および年末年始は除く）

（受付簿に記入後、分別）

大口町

不燃ごみ（埋め立てごみ・中型ごみ）粗大ごみおよび事業所から出るものは、
資源リサイクルセンターで回収しません

▲資源リサイクルセンター内▲資源リサイクルセンター

見本見本見本
期限切れにご注意ください

受付簿に行政区と、この登録番号を記入

裏表紙 表 紙

スタンプカードは

◆ スタンプは １日／１回押印 ◆
リサイクルセンター／１個
地区集積所
(資源ごみ・不燃物収集日 )／ 2個

使用済小型家電とは

※ 携帯電話は個人情報を完全に消去する
※ 乾電池は外す (一体型はそのまま）
※ 一度回収した小型家電は返却不可

使用済小型家電類
回収ボックス

受

付

日頃から資源ごみの分別に、ご理解とご協力をいた
だきありがとうございます。しかし最近、分別の間違
い・水洗いされていない容器の混入・他のごみが混ざっ
て出される等のケースが見受けられます。

同センターは、地区の集積場を補完する施設です。
資源ごみの模範分別場として設置していますので、分
別ルールを確認し正しくご利用ください。

注１：「まちのカレンダー p29～36」「町ホームページ」もご参照ください
注１

ト
レ
ー

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

●

青
色
あ
み
袋

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

●

青
色
あ
み
袋

そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

●

青
色
袋

容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

●

緑
色
袋

布

類

●

緑
色
袋(

自
立
式)

ダ
ン
ボ
ー
ル

●

緑
色
袋(
自
立
式)

ざ
つ
が
み

●

緑
色
袋(

自
立
式)

雑

誌

●

緑
色
袋(

自
立
式)

新
聞
紙

●

緑
色
袋(

自
立
式)

蛍 光 灯
● 黄色カゴ

ライター
● 青色カゴ

スチール缶
● オレンジ色袋

牛乳パック
● 銀色袋

アルミ缶
● 黒色袋

雑ビン色付
● 黄色カゴ

生ビン
● 青色カゴ

雑ビン無色
● 黄色カゴ

テープ類
● 青色カゴ

化粧ビン
● 青色カゴ

乾 電 池

● 黄色カゴ

マンガン
アルカリのみ

廃食用油
● 白色ポリタンク

金
属
類

●

グ
レ
ー
色
カ
ゴ

資源ごみを搬入する前に必
ず受付で、所定の手続きを
済ませてください。
（スタンプカード登録者の方
も同様）

資源リサイクルセンターおよび
役場 環境課で登録後発行します

携帯電話 (充電器含む）、デジタルカメラ、
電卓、小型ゲーム機、携帯型音楽プレー
ヤー、リモコン、電子辞書、電気延長コード・
ケーブル類

問合せ先
環境課
蘂95-1111 内線161
資源リサイクルセンター
蘂95-0530
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大口タイガース（野球）

大口リバース（野球）

大口オールキングス（野球）

大口ＦＣ（サッカー）

大口チェリーズ（バレーボール・バドミントン・ソフトバレー）

大口西小学校を拠点に活動している大口リバースです。
今年20周年を迎え、子どもたちは指導者・卒団生・家族
に支えられ日々頑張っています。今年は6年生が少ない
ため、学年差を越えたチームで力を合わせて大会に出場
しています。低学年のＴボールでは、お母さんと一緒に
楽しむこともできます。
４年生以下の軟式試合では、上級生のサポートも加わり、
初試合を見事勝利する事ができました！一致団結してい
る大口リバースで一緒に野球を楽しみませんか。

体力向上と柔軟性・基礎技術の向上そして何より楽しくを
モットーに活動しています。
サッカーを通じて親子のコミュニケーションを深める為に
「親子サッカー」を年に数回取り入れています。毎年１回
スポーツ少年団でおこなう、体力テストもやっていますよ。
ワールドカップも始まるのでみんなでサッカーを盛り上げ
ていきましょう。

大口チェリーズです。主にバレーボールをおこなっているチームで
す。フットワークを養うため、土曜日はバドミントンの指導もして
います。運動が苦手だった子どもも、日々上達しています！大治や
江南、岐阜のチームとの交流会や練習試合もします。

5歳から10歳までのプレゴールデンエイジ。ゴールデンエイジといわれ
る年齢は運動能力が飛躍的に伸びる時期。あらたにスポーツにチャレン
ジしてみてはいかがでしょう？ 3年生以下はティーにのせたボールを
打つTボール大会にも参加し、楽しく野球の基礎技術を身に付けます。
初心者にも親切丁寧に指導します。

募集対象 小学1年生から6年生の男女
※町内、町外を問わず参加できます。
月会費 1,000円 ※保険料、レクリエーション等別途徴収
練習・活動場所 大口南小学校 土曜日（午後）、日曜日（午前）
※月１～２日は１日練習あり
休み 月１～２日は完全休養日有り（祝日は休み）

問合せ先 大口町スポーツ少年団事務局 蘂95-3155 （中央公民館２階 生涯学習課）

大口タイガースは、大口北小学校を中心に活動するスポーツ少年団の軟式野球チームです。
現在、新しい仲間を大募集しています！体験入団は随時おこなっています。見学だけでもOKです。

大好きな野球を皆で楽しく＆真剣に。
学年を越えて仲の良いアットホームなチームです！

募集対象 小学１年生から６年生の男女

http://aichi.pop.co.jp/o_tigers

7月6日（日）
12日（土）

午前9時から正午
午後1時から5時

13日（日）
19日（土）
26日（土）

午前9時から正午
午後1時から5時
午後1時から5時

●

●

●

初心者大歓迎初心者大歓迎です！です！初心者大歓迎です！

募集対象 小学１年生～５年生まで 指導者も募集しています。

体験日のお知らせ 場所 北小学校

いっしょにやろうよ！いっしょにやろうよ！
スポーツ少年団　　　　　　スポーツ少年団

いっしょにやろうよ！いっしょにやろうよ！
スポーツ少年団　　　　　　スポーツ少年団

いっしょにやろうよ！
スポーツ少年団

会費 1か月2,000円

随時体験を受け付けています。気軽に遊びにきてね！



熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
は
梅
雨
の
晴
れ
間
や
気
温
が
高

い
日
、
梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
い
日
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
点
に
注

意
し
て
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
は

長
時
間
炎
天
下
で
ス
ポ
ー
ツ

等
を
し
て
い
た
こ
と
で
発
症
す
る
場
合

や
、
直
接
日
光
に
当
た
っ
て
い
な
く
て

も
、
室
内
で
風
通
し
が
悪
く
湿
度
の
高

い
場
所
（
高
温
多
湿
）
に
い
た
こ
と
で

発
症
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

外
で
活
動
す
る
と
き

▽
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
（
襟
元
を
緩

め
る
、
ゆ
っ
た
り
し
た
服
を
着
る
な
ど

通
気
を
よ
く
す
る
）。

▽
炎
天
下
や
非
常
に
暑
い
場
所
で
は
、
長

時
間
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
を
避
け
、
こ

ま
め
に
休
憩
し
、
水
分
補
給
を
し
ま
し

ょ
う
。

室
内
で
は

▽
窓
を
開
け
、
風
通
し
を
よ
く
し
て
、
高

温
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▽
動
い
て
い
な
く
て
も
、
水
分
補
給
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

応
急
手
当

▽
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
の
効
い

て
い
る
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

▽
服
を
ゆ
る
め
体
を
楽
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
冷
た
い
水
で
冷
や
し
た
タ
オ
ル
を
脇
の

下
や
足
の
付
け
根
に
当
て
、
体
を
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
で
飲
め
る

よ
う
な
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
薄

い
食
塩
水
（
水
１
リ
ッ
ト
ル
に
食
塩
１

〜
２
ｇ
）
を
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

水
に
よ
る
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

▽
子
ど
も
の
遊
泳
中
は
、
目
を
離
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
天
候
の
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
後
や
体
調
不
良
の
と
き
は
絶
対
に

水
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
！

溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
大
声
で

助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番
通
報
を
し
ま

し
ょ
う
。
手
が
届
か
な
い
と
き
は
、
自

分
の
シ
ャ
ツ
や
ベ
ル
ト
ま
た
は
、
棒
な

ど
を
差
し
出
し
つ
か
ま
ら
せ
た
り
、
空

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
浮
き
具
の
代
わ
り

に
し
て
釣
り
糸
な
ど
を
結
び
つ
け
、
投

げ
て
引
き
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
一
人
で

助
け
に
行
く
こ
と
は
、
危
険
で
す
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

心
肺
蘇
生
を
す
る
に
は
！

①
ま
ず
は
意
識
の
確
認
を
し
、
意
識
が
無

い
場
合
は
す
ぐ
に
１
１
９
番
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
手
配
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
呼
吸
の
確
認
を
し
ま
す
。
普
段
ど
お
り

の
呼
吸
が
な
け
れ
ば
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
お
こ
な
い
ま
す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
人
工
呼
吸
は
、
３０
（
回
）：

２
（
回
）

で
繰
り
返
し
お
こ
な
い

ま
す
（
人
工
呼
吸
が
で

き
な
い
場
合
は
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
を
お

こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
）。

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
し
た
ら
、

電
源
を
入
れ
音
声
に
従
っ
て
操
作
し
て

く
だ
さ
い
。

④
こ
の
ま
ま
継
続
し
救
急
隊
が
到
着
す
る

の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
の
講
習
を
、
ぜ
ひ
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。
い
ざ
と
い
う
時
、
き
っ
と
役

立
ち
ま
す
。

各
種
災
害
に
対
応
す
る
救
助
技
術
と
知

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
第
４３
回
消
防
救

助
技
術
東
海
地
区
指
導
会
が
７
月
３０
日
貉

に
三
重
県
鈴
鹿
市
の
三
重
県
消
防
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
す
（
入
場
無
料
）。
本
指
導
会

で
は，

東
海
３
県
の
救
助
隊
員
が
一
堂
に

会
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
救
助
活
動
を
想
定
し

た
訓
練
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
鍛
え
抜
い
た

高
度
な
消
防
救
助
技
術
を
披
露
し
ま
す
。

丹
羽
消
防
署
で
も
、
全
国
大
会
を
目
指
し

救
助
隊
員
が
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

消
防
署
で
の
訓
練
は
午
前
中
に
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

救
助
隊
員
は
、
８
月
２７
日
貉
に
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
る
「
第
４３
回
全
国
消
防
救
助
技

術
大
会
」
に
東
海
地
区
支
部
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

７
月
１９
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

大
口
出
張
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

第第
4433
回回
消消
防防
救救
助助
技技
術術

東東
海海
地地
区区
指指
導導
会会
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丹羽消防署が出場する種目
ロープブリッジ救出

※
４
人
１
組
（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
、
２
人

が
水
平
に
展
張
さ
れ
た
渡
過
ロ
ー
プ
（
２０
メ

ー
ト
ル
）
に
よ
り
対
面
す
る
塔
上
へ
進
入
し
、

要
救
助
者
を
救
出
ロ
ー
プ
に
吊
り
下
げ
て
け

ん
引
し
て
救
出
し
た
後
、
脱
出
す
る
。
要
救

助
者
を
隣
の
建
物
等
か
ら
進
入
し
、
救
出
す

る
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
で
す
。
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無料相談無料相談

消費生活相談 7月15日（火）（先着順）
午前9時から正午 役場 1階相談室 悪質商法等に関するトラブル等消費生活全般

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

多重債務者相談 7月16日（水）（予約制）
午後６時から９時

ほほえみプラザ４階
ふれあい2・3

クレジットサラ金問題等（前日の午後5時まで）
問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

法律相談 7月17日（木）（予約制）
午後1時から4時 役場 1階相談室 相続、金銭、家族・隣人トラブル等法律に関する事

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

登記相談 7月23日（水）（先着順）
午後1時から3時 役場 1階相談室 建物の新増築や取り壊し、土地の地目変更・分筆合筆等

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

心配ごと相談

7月2日(水)（先着順） 午前10時から午後3時30分
7月16日(水)（先着順） 午前10時から午後3時30分
7月23日(水)（予約制） 午後1時30分から4時30分
場所 ほほえみプラザ2階 社会福祉協議会

女性相談員、母子自立支援員
女性相談員（先着順）
高齢・障がい者の弁護士相談
問合せ先 社会福祉協議会 蘂94ー0060

家庭児童相談 7月23日（水）（予約制）
午前10時から午後3時30分 北児童センター 18歳未満のお子さんをお持ちの方

問合せ先 福祉こども課 蘂94-1222

若者の就職相談会 7月25日（金）（予約優先）
午後2時から4時30分 役場 1階相談室

就職活動中や仕事に悩みのある15歳から39歳の本人と保護者
申込みおよび問合せ先 いちのみや若者サポートステーション
蘂0586-64-6349

ふれあいルーム
おおぐち

児童・生徒の心の居場所として自立を支援するため、相談・指導をおこないます。
日時 月曜日から金曜日 午前９時から午後３時（祝日除く）
場所 ほほえみプラザ２階 （入室希望は、学校教育課蘂95ー4446へご連絡ください）
問合せ先 ふれあいルームおおぐち 蘂95ー7773

就学相談

来年４月に小学校に入学する予定で、お子さんの障がいや成長のことで不安を感じている保護者の方を対象
に就学相談窓口を開設しています。
対象者 ①身体に障がいのあるお子さん ②知的発達に遅れがみられるお子さん ③情緒面に不安のあるお子
さん ④障がいではないが、成長・発達に遅れがみられるお子さん ⑤病弱・身体虚弱のお子さん

相談方法 ●電話または学校教育課窓口 ●必要に応じて小学校の学校見学
相談日時 毎週月曜日から金曜日 午前8時30分から午後5時15分
※祝日および正午から午後１時を除く。問合せ先 学校教育課 蘂95ー4446

たんぽぽ相談

お子さんの発達が気になる保護者の方や、障がいのあるお子さんの養育で不安のある保護者の方を対象に、
たんぽぽ相談（教育相談）をおこなっています。夏季休業中に出張相談もおこないます。申し込みは完全電
話予約制ですので、7月25日貊までに連絡してください。
詳しい内容についてはお問い合わせください。
扶桑町総合福祉センター 8月5日貂 午前9時30分から午後3時30分 蘂0587ー91ー1151
小牧ふれあいセンター 8月6日貉 午前9時30分から午後3時30分 蘂0568ー77ー0123

問合せ先 愛知県立一宮東特別支援学校 たんぽぽ相談係 蘂0586-51-5311
月曜日から金曜日（祝日除く）午前9時から午後5時



放
送
大
学
で
は
平
成
２６
年
度
第
２
学

期
（
１０
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

お
こ
な
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

出
願
期
間

８
月
３１
日
豸
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
２
―

８
３
１
―

１
７
７
１

※
資
料
請
求
専
用

蘂
０
１
２
０
―

８
６

４
―

６
０
０
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

心
の
病
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
心
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、

「
こ
こ
ろ
病
む
人
」
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る
精

神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

①
７
月
１８
日
貊

精
神
疾
患
と
は
②
７
月
２３
日
貉

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
・
精
神
障
害
を
も

っ
た
方
の
特
性
や
対
応
に
つ
い
て
③

７
月
３０
日
貉

地
域
で
生
活
を
支
え

る
と
は
④
８
月
６
日
貉

グ
ル
ー
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
る
に
は

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
４

時
場
所

愛
知
県
江
南
保
健
所

対
象
者

心
の
健
康
や
こ
こ
ろ
病
む
人

の
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

定
員

３０
名

参
加
費

無
料

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

７
月
１
日

貂
午
前
９
時
か
ら
１５
日
貂
午
後
５
時

ま
で
に
江
南
保
健
所
健
康
支
援
課
こ

こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

蘂
５６
―

２
１
５
７

内
容

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
顕
微

鏡
に
よ
る
微
生
物
の
観
察
、
水
の
汚

れ
を
測
る
実
験
な
ど
、
下
水
道
に
つ

い
て
親
子
で
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

費
用

無
料

服
装

動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴

持
ち
物

水
筒
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

※
大
人
用
の
ス
リ
ッ
パ
は
用
意
し
ま
す

▽
右
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

日
時

７
月
２４
日
貅

午
前
１０
時
か
ら

正
午

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０

分
場
所

五
条
川
右
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
岩
倉
市
北
島
町
権
現
山
７
ー

１
）

※
現
地
集
合

対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
１
グ

ル
ー
プ
に
保
護
者
１
名
で
も
可
）

定
員

各
回
３０
人
程
（
先
着
順
）

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

７
月
１
日

貂
か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
。

午
前

９
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
（
平
日
の

み
）

五
条
川
右
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
８
７
―

６６
―

８
６
５
１

▽
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

日
時

７
月
３１
日
貅

午
前
１０
時
か
ら

正
午

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０

分
場
所

五
条
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
小
牧
市
新
小
木
４
丁
目
４
７
番
地
）

※
現
地
集
合

対
象

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
（
保

護
者
同
伴
）

定
員

各
回
１０
組
程
（
先
着
順
）

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

７
月
１
日

貂
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

五
条
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
６
８
―

７５
―

２
９
１
１

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
を
無
料
体
験
し
よ

う
！

水
中
で
体
幹
軸
を
意
識
し
、
歪

み
を
整
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
体
験

会
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
１２
日
貍

午
前
９
時
か
ら

１０
時
ま
で

※
午
前
８
時
４０
分
集
合

場
所

大
口
町
温
水
プ
ー
ル

定
員

３０
名
（
先
着
順
）

費
用

無
料

持
ち
物

水
着
、
水
泳
帽
子

講
師

近
藤
加
奈
恵
さ
ん

主
催

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話

会
・
大
口
町

申
込
期
間

７
月
８
日
貂
ま
で

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口

蘂
２２
ー

６
６
４
２

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室
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放
送
大
学
１０
月
生
募
集

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

92
ー
１
２
２
２

蘂

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

役
場
／
都
市
整
備
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
７
６

蘂

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
体
験

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂



日
時

７
月
４
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
町
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容

高
齢
者
の
い
ろ
い
ろ
な
病
気
等

の
悩
み
「
み
の
が
す
な
後
期
高
齢
者

か
ら
の
サ
イ
ン
」

講
師

さ
く
ら
総
合
病
院
院
長

町
内
の
消
費
需
要
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
町
内
の
店
舗
で
使
用
で
き
る
地
域

商
品
券
を
発
行
し
、
地
域
活
性
化
を
推

進
し
ま
す
。
本
年
も
「
お
お
ぐ
ち
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
１
セ
ッ
ト
１
万
１
０

０
０
円
分
を
１
万
円
で
販
売
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
商
品
券
を
使
用
で
き
る
店

舗
・
事
業
所
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

参
加
事
業
所
資
格

大
口
町
内
事
業
所

（
一
部
対
象
除
外
業
種
が
あ
り
ま
す
）

参
加
登
録
料

無
料

※
商
工
会
非
会
員
は
有
料

商
品
券
の
有
効
期
間

１１
月
１
日
貍
か

ら
平
成
２７
年
１
月
３１
日
貍

商
品
券
種
類

共
通
券
（
５
０
０
円
券
）

と
中
小
店
専
用
券
（
５
０
０
円
券
）

の
２
種
類
を
各
１１
枚
、
計
２２
枚
で
１

セ
ッ
ト

販
売
価
格

１
万
１
０
０
０
円
分

（
＠
５
０
０
円
券
２２
枚
１
セ
ッ
ト
）
を

１
万
円
で
販
売

参
加
申
込
締
切

７
月
１５
日
貂

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

申
込
方
法
、

禁
止
事
項
等
に
つ
き
ま
し
て
は
商
工

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
自
衛
隊

一
般
曹
候
補
生

②
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

③
海
上
・
航
空
自
衛
隊

航
空
学
生

応
募
資
格

①
②
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

の
方

③
高
卒
見
込
み
を
含
む
１８
歳

以
上
２１
歳
未
満
の
方

採
用
期
日

平
成
２７
年
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬

受
付
期
間

８
月
１
日
貊
か
ら
９
月
９

日
貂
ま
で

※
自
衛
隊

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

は
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※
試
験
日
は
採
用
種
目
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

http://www.m
od.go.jp/pco/aichi/

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
愛

知
地
方
協
力
本
部

小
牧
地
域
事
務

所

蘂
０
５
６
８
―

７３
―

２
１
９
０

愛
知
県
警
で
は
、
７
月
１
日
貂
か
ら

平
成
２７
年
４
月
採
用
の
警
察
官
の
募
集

を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
警
察
官
Ａ
第
２
回
（
大
学
卒
業
程
度
）

▽
警
察
官
Ｂ
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

▽
警
察
職
員
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

※
江
南
警
察
署
と
江
南
署
管
内
の
各
交

番
で
も
採
用
案
内
・
申
込
書
の
配
布

を
し
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

受
付
期
間

は
、
８
月
１８
日
豺
か
ら
９
月
３
日
貉

で
す
。

詳
し
く
は
、
江
南
警
察
署
警
務
課

蘂
５６
―

０
１
１
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

雇
用
主
・
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

▽
不
法
滞
在
者
な
ど
就
労
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
外
国
人
を
雇
用
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
外
国
人
の
雇
用
に
際
し
て
は
、
必
ず

実
物
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド

等
を
見
て
在
留
資
格
と
在
留
期
間
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
確
認
を
怠
る
と
「
３
年
以
下
の
懲
役
、

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
、

こ
れ
の
併
科
」
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▽
平
成
２４
年
７
月
９
日
か
ら
「
新
し
い

在
留
管
理
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
新
制
度
で
は
、
外
国
人
登
録

証
明
書
も
一
定
期
間
「
在
留
カ
ー
ド
」

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

愛
知
県
江
南
警
察
署

蘂
５６
―

０
１
１
０

愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/police
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募

集

募

集

自
衛
官
募
集

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
８
３

蘂

お
お
ぐ
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
参
加
店
募
集

大
口
町
商
工
会

95
―
２
５
５
７

蘂

そ
の
他

そ
の
他

不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
に
ご
協
力
を

役
場
／
戸
籍
保
険
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
３

蘂

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

警
察
官
採
用
試
験
募
集

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂



環
境
省
で
は
、
２
０
０
３
年
よ
り
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
施
設
や
家
庭
の
照
明
の
消
灯
を
呼
び

か
け
る
、「
CO2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
常
生
活
の
中
で
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
を
実
践
す
る
契
機
と
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。

７
月
７
日
豺
午
後
８
時
か
ら
１０
時
ま

で
の
２
時
間
、
全
国
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

施
設
や
各
家
庭
の
照
明
の
消
灯
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
照
明
を

消
し
て
い
た
だ
き
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
で
は
本
格

的
な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
な

り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
暑
さ
や
レ
ジ

ャ
ー
の
疲
れ
か
ら
、
運
転
者
の
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
夏

特
有
の
解
放
感
や
各
種
の
祭
礼
等
で
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
夏
休

み
に
入
り
、
外
出
の
機
会
が
増
加
し
、

高
齢
者
も
夕
涼
み
等
で
外
出
さ
れ
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で
交
通
事
故
防
止
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

７
月
１１
日
貊
か
ら
２０
日
豸

運
動
の
重
点

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

▽
す
べ
て

の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

▽
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

７
月
３
日
貅

午
前
１０
時
か
ら

１１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ

イ
ル
ー
ム

内
容

お
も
ち
ゃ
見
本
市
（
１
、
２
歳

児
の
お
も
ち
ゃ
が
中
心
）

※
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
て
、
遊
び
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
も
ち
ゃ
の
特
性
や
選

び
方
を
学
び
ま
す
。

日
時

７
月
１７
日
貅

午
前
１１
時
３０
分

か
ら
午
後
１
時
（
受
付

午
前
１１
時

２０
分
）

場
所

大
口
中
学
校

礼
法
室

内
容

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
レ
ッ
ス
ン
「
生
活
習
慣
予
防
に

つ
い
て
の
お
話
」
※
中
学
生
と
ふ
れ

あ
う
時
間
も
あ
り
ま
す
。

持
ち
物

昼
食
（
必
要
な
方
の
み
）
大

人
の
方
の
上
履
き
、
汚
れ
も
の
を
入

れ
る
袋

※
大
口
中
学
校
へ
お
越
し
の
際
は
、
体

育
館
側
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

愛
知
県
お
よ
び
大
口
町
で
は
、
７
月

１
日
貂
か
ら
８
月
３１
日
豸
ま
で
を
「
青

少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む

県
民
運
動
」
の
夏
期
運
動
期
間
と
し
て
、

青
少
年
の
非
行
防
止
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
青
少

年
は
自
分
自
身
で
、
深
夜
は
い
か
い
等

不
良
行
為
防
止
や
薬
物
乱
用
防
止
、
適

正
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
等
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止

の
推
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
名
古
屋
海
上
保
安
部
管
轄
内

で
夏
季
に
発
生
し
た
事
故
者
数
は
８
名

（
う
ち
死
者
・
行
方
不
明
者
３
名
）
で
し

た
。
海
難
事
故
が
多
発
す
る
７
月
１
日

か
ら
８
月
３１
日
に
か
け
て
夏
季
安
全
推

進
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く

海
で
遊
ぶ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
海
難
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
か
ら
は
目
を
離
さ
な
い

▽
ボ
ー
ト
に
乗
る
と
き
は
、
大
人
も
子
ど

も
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

▽
防
水
パ
ッ
ク
等
に
入
れ
た
携
帯
電
話
を

持
つ

▽
海
の
も
し
も
は
１
１
８
番

問
合
せ
先

名
古
屋
海
上
保
安
部

蘂
０
５
２
―

６
６
１
―

１
６
１
５

日
時
７
月
１５
日
貂

午
前
９
時
３０
分
か

ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方
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親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

青
少
年
の
非
行
防
止
に
取
り
組
む
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂

海
で
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂

七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
ご
協
力
を

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
３

蘂
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂



①
ｅ
ー
Ｍ
Ｏ
Ｓ
資
格
対
策
コ
ー
ス

日
時
９
月
２
日
貂
か
ら
１０
月
２４
日
貊

（
毎
週
火
曜
か
ら
金
曜
日
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

場
所

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ

イ
デ

内
容

Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
資
格
取
得
と
タ
ブ
レ

ッ
ト
型
端
末
の
基
礎
知
識
習
得

対
象

障
が
い
者
手
帳
所
持
者
（
身

体
・
精
神
）

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０

０
円
は
徴
収
し
ま
す
）

募
集
期
間

８
月
５
日
貂
ま
で

②
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

農
業
生
産
・

流
通
コ
ー
ス

日
時
９
月
３
日
貉
か
ら
１１
月
２８
日
貊

（
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）

午
前
９
時
か
ら
４
時

場
所

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

内
容

社
会
マ
ナ
ー
な
ど
就
業
・
生
活

支
援
講
座
、
水
耕
栽
培
の
技
術
習
得

対
象

知
的
お
よ
び
精
神
障
が
い
の
障

が
い
者
手
帳
所
持
者
で
農
業
分
野
に

興
味
が
あ
る
方

定
員

５
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料

募
集
期
間

８
月
７
日
貅
ま
で

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

犬
山
公
共
職
業
安
定
所

蘂
０
５
６
８
―

６１
―

２
１
８
５

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

蘂
０
５
３
３
―

９３
―

２
１
０
２

今
年
の
全
国
自
治
宝
く
じ
（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
は
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
６
億
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
公
共
事
業
の
資
金
と
し
て
の
貸
付
事

業
等
、
市
町
村
の
振
興
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間

７
月
４
日
貊
か
ら
２５
日
貊

川
で
の
体
験
活
動
や
治
水
施
設
の
見

学
を
通
し
て
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら

川
や
治
水
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時

８
月
３
日
豸

午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時

集
合
場
所

小
牧
市
役
所

対
象

町
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
４
年

生
か
ら
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

内
容

▽
川
に
住
む
生
き
物
を
探
そ
う
！

▽
雨
水
を
貯
め
る
施
設
を
見
に
行
こ

う
！

▽
鴨
田
川
排
水
機
場
を
見
に
行
こ
う
！

定
員

４０
組
８０
名

費
用

無
料
（
昼
食
を
含
む
）

持
ち
物

タ
オ
ル
・
帽
子
・
飲
み
物
・

着
替
え

※
集
合
場
所
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
濡
れ
て
も
い
い
服
、
靴
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

※
主
催
者
を
通
し
て
加
入
す
る
保
険
で

補
え
な
い
け
が
に
つ
い
て
は
、
自
己

負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
天
候
等
に
よ
り
内
容
が
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

主
催

新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議

会
申
込
み
先

７
月
１５
日
貂
ま
で
に
（
必

着
）、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
件
名
に
「
新
川
親
子
流
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、「
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
と
保
護

者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
お
子
様

の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
学
年
」
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先

大
口
町
役
場

建
設
農
政
課

〒
４
８
０
ー

０
１
４
４

大
口
町
下
小

口
七
丁
目
１
５
５
番
地

薨
９５
ー

１
０
３
０

電
子
メ
ー
ル

kensetunousei@
town.oguchi.lg.jp

※
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定
し
、
当

選
さ
れ
た
方
に
は
７
月
２３
日
貉
頃
ま

で
に
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

大
口
町
で
は
、
悪
臭
防
止
法
に
基
づ

き
、
工
場
や
事
業
場
か
ら
発
生
す
る
悪

臭
に
つ
い
て
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
２２
種

類
の
特
定
悪
臭
物
質
に
よ
る
「
物
質
濃

度
規
制
」
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
２５
年
４
月
１
日
よ
り
「
臭
気
指
数

規
制
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

「
臭
気
指
数
」
と
は
、
人
の
嗅
覚
を

用
い
て
に
お
い
の
程
度
を
数
値
化
し
た

も
の
で
、
従
来
の
規
制
で
対
応
で
き
な

か
っ
た
未
規
制
の
物
質
や
い
ろ
い
ろ
な

に
お
い
が
混
ざ
っ
た
「
複
合
臭
」
に
も

対
応
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
家
庭
や
自
動
車
お
よ
び
建
設
工

事
等
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
は
規
制
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

新
川
親
子
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

役
場
／
建
設
農
政
課

95
ー
１
１
１
１

内
線
１
４
２

蘂

悪
臭
の
規
制
方
法
が
変
わ
り
ま
す

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
１

蘂



〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

７
月
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
強
化
月
間
で
す
。
江
南
市

保
護
司
会
・
大
口
町
更
生
保
護
女
性
会

で
は
、
街
頭
活
動
な
ど
に
よ
る
啓
発
の

ほ
か
、
養
蓮
寺
の
住
職
で
あ
る
中
村
薫

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
次
の
と
お
り
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

演
題

「
命
の
大
切
さ
」

日
時

７
月
２７
日
豸

場
所

江
南
市
民
文
化
会
館

小
ホ
ー

ル
時
間

午
後
３
時
か
ら
４
時
３０
分
（
開

場

午
後
２
時
４５
分
）

入
場
料

無
料

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
朗
読
会

昨
年
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
発
表
会
に
応
募
い
た
だ

い
た
方
の
優
秀
作
品
の
朗
読
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

７
月
２１
日
（
月
・
祝
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ほ
ほ

え
み
ホ
ー
ル

時
間

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
（
開

場
午
後
１
時
）

入
場
料

無
料

募
集
内
容

▽
写
真

①
子
育
て
家
族

の
力
（
子
育
て
家
族
の
き
ず
な
、
子

ど
も
と
深
め
る
家
族
の
き
ず
な
）

②
子
育
て
を
応
援
す
る
地
域
の
力

（
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
）

▽
手
紙
・
メ
ー
ル

区
分

①
小
学
生
の
部

②
中
・
高

校
生
の
部

③
一
般
の
部

※
子
育
て
を
家
族
み
ん
な
で
支
え
合
う

こ
と
の
大
切
さ
、
感
謝
な
ど
の
思
い

を
伝
え
る
内
容
の
も
の

※
子
育
て
を
社
会
も
応
援
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
る
内
容
の
も
の

期
間

７
月
１
日
貂
か
ら
９
月
８
日
豺

表
彰

募
集
テ
ー
マ
、
区
分
ご
と
に
最

優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
５
点
以
内
。

い
ず
れ
も
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
少
子
化
対
策
）
表
彰
と
副
賞

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

応
募
方
法

な
ど
詳
し
く
は
内
閣
府
「
家
族
の
日
」

「
家
族
の
週
間
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
６

月
末
頃
掲
載
予
定
※
内
閣
府→

内
閣

府
の
政
策→

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

→

「
家
族
の
日
」「
家
族
の
週
間
」

http://w
w
w
8.cao.go.jp/shoushi

/shoushika/fam
ily/index.htm

l

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
な
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧

戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
お
こ
な
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域
（
広
域
地
域
）
旧
満
州
、
西

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
旧
ソ
連
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ

オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
１
次
）、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
（
１
次
）、
台
湾
・
バ
ジ
ー
海
峡
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
２
次
）、
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
（
２
次
）、
フ
ィ
リ

ピ
ン
（
２
次
）、
中
国

（
特
定
地
域
）
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

費
用

参
加
費
と
し
て
９
万
円
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

愛
知
県
遺

族
連
合
会

蘂
０
５
２
―

２
３
１
―

６

５
０
４

日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本

遺
族
会
事
務
局
蘂
０３
―

３
２
６
１
―

５

５
２
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
給
８
０
０
円
未
満
の
労
働
者
の
い
る

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

中
小
企
業
の
計
画
的
な
「
最
低
賃
金
引

き
上
げ
」
を
支
援
す
る
制
度

支
給
の
要
件

▽
賃
金
引
上
計
画

事

業
所
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を
、
４０

円
以
上
引
き
上
げ
る
計
画
を
作
成
し
、

実
施
す
る
こ
と
。

▽
業
務
改
善
計
画

業
務
改
善
（
賃
金

制
度
の
整
備
、
就
業
規
則
の
作
成
・

改
正
、
労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る

設
備
・
機
器
の
導
入
、
研
修
な
ど
）

に
つ
い
て
の
計
画
を
作
成
し
、
実
施

す
る
こ
と
。

支
給
額

右
記
業
務
改
善
経
費
の
２
分

の
１
（
事
業
規
模
３０
人
以
下
の
小
規

模
事
業
者
は
４
分
の
３
）

問
合
せ
お
よ
び
申
請
先

愛
知
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
課

蘂
０
５
２
―

９
７
２
―

０
２
５
７

愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://aichi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

最
下
段
バ
ナ
ー
『
業
務
改
善
助
成
金

の
ご
案
内
』
を
ク
リ
ッ
ク
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上
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
講
演
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課
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ー
１
２
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２

蘂

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

人
権
の
花
運
動

大
口
西
小
学
校

5
12
月

大
口
西
小
学
校
で
『
人
権
の
花
運
動

ひ
ま
わ
り
の
種
』
の
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ

れ
、
前
年
度
に
開
催
し
た
岩
倉
市
立
東
小

学
校
か
ら
引
き
継
い
だ
ひ
ま
わ
り
の
種

を
、
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ま
も
る
君
と

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
名
古
屋
法
務
局
一
宮
支

局
管
内
の
５
市
２
町
が
順
に
活
動
を
お
こ

な
い
、
今
年
は
西
小
学
校
で
花
を
育
て
ま

す
。
花
を
育
て
る
こ
と
で
、
生
命
の
尊
さ

や
相
手
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
育
て
ま
す
。

北
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

北
児
童
セ
ン
タ
ー

5
17
土

第
１０
回
大
口
北
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

が
お
こ
な
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
の
掛
け
声
で
神
輿
が
登
場
。
さ
く
ら

連
の
鳴
子
踊
り
が
花
を
そ
え
ま
し
た
。
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
で
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た
譁
東
海
理
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
方
や
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
、
楽
し
い
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

啓
発
活
動
よ
ろ
し
く
！

大
口
町
役
場

5
14
水

平
成
26
年
度
大
口
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
開
講
式

大
口
中
学
校

5
10
土

「
み
ん
な
で
実
現
！

〜
交
通
事
故
の

な
い
『
あ
い
ち
』
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
交

通
事
故
死
者
数
の
１１
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
を

脱
却
し
よ
う
と
、
愛
知
県
警
は
県
内
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
「
交
通
安
全

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

大
口
町
で
も
、
お
お
ぐ
ち
元
気
戦
隊
ダ

ッ
シ
ュ
マ
ン
が
委
嘱
さ
れ
、
ダ
ッ
シ
ュ
レ

ッ
ド
は
「
交
通
安
全
意
識
向
上
に
努
め
ま

す
！
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

大
口
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
開
講
式

が
開
か
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
鈴
木
町
長
が

子
ど
も
時
代
、
工
作
が
大
好
き
だ
っ
た
こ

と
を
話
さ
れ
、
ま
た
、
岩
田
校
長
は
「
も

の
づ
く
り
活
動
を
通
し
て
の
新
し
い
仲
間

作
り
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
割
り
箸
グ
ラ

イ
ダ
ー
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
リ

モ
コ
ン
カ
ー
な
ど
の
製
作
を
し
、
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
と
創
造
す
る
喜
び
を
学
び

ま
す
。
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自
分
の
命
は
自
分
で
守
ろ
う

町
内
小
学
校

水
害
に
備
え
、
水
防
・
防
災
訓
練

総
合
運
動
場

5
18
日

梅
雨
入
り
の
季
節
を
前
に
、
町
内
に
大

雨
・
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
五
条
川
に

越
水
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
想
定

し
た
水
防
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
尾
張
水
害
予
防
組
合
（
一
宮
、

犬
山
、
江
南
、
稲
沢
、
岩
倉
、
大
口
、
扶

桑
水
防
団
）、
大
口
町
、
江
南
警
察
署
、
ま

ち
づ
く
り
団
体
、
大
口
町
自
主
防
災
会
な

ど
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
積
土
の
う

工
や
応
急
手
当
、
初
期
消
火
、
炊
き
出
し

訓
練
を
実
施
し
災
害
に
備
え
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
秋
田
地
区
の
方
は
「
実
際

に
災
害
が
起
き
た
ら
、
訓
練
の
よ
う
に
冷

静
に
行
動
で
き
る
か
心
配
で
す
が
、
参
加

し
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

５
月
１４
日
貉
か
ら
１６
日
貊
に
、
丹
羽
消

防
署
と
大
口
町
は
、
子
ど
も
た
ち
に
地
震

に
よ
る
揺
れ
の
怖
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い

防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
町
内
の

小
学
校
を
回
り
、
高
学
年
（
北
小

５
・

６
年
、
南
小

４
・
５
・
６
年
、
西
小

４
・
５
・
６
年
）
を
対
象
に
、
地
震
体
験

車
『
な
ま
ず
号
』
を
体
験
し
ま
し
た
。

揺
れ
は
震
度
６
強
を
３０
秒
間
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
を
再
現
し
た
揺
れ
も
体
験

し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ

り
、
椅
子
に
し
が
み
つ
い
た
り
し
て
身
を

守
り
、
改
め
て
揺
れ
の
怖
さ
を
感
じ
た
よ

う
で
し
た
。

丹
羽
消
防
署
職
員
は
、「
日
本
は
地
震
大

国
で
す
。
こ
の
地
域
で
も
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
備
え

て
身
を
守
る
に
は
、
と
っ
さ
の
判
断
が
で

き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
面

を
想
像
し
、
地
震
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
実
際
に
地
震
が
起
き
た
と
き
、
体

験
車
の
よ
う
に
固
定
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な
も
の
が

倒
れ
た
り
飛
ん
で
き
た
り
し
ま
す
。
自
分

の
命
は
自
分
で
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
指

導
し
ま
し
た
。



6月11日貉、ウィルあいち
（愛知県女性総合センター）で
愛知県内の環境保全に関し、
永きに渡り顕著な功績のあっ
た方々に対する「環境保全推
進功労者知事表彰式」があり
ました。
この表彰は、その功績をた

たえることにより、県民の環
境保全意識の高揚を図り、快
適な環境の保全に資すること
を目的としたもので、大口町
からは３名の方が表彰を受け
られました。
●山田幸司さん（余野）
●水野清胤さん（二ツ屋）
●丹羽 晃さん（大屋敷）

愛知県環境保全推進功労者
表彰

生涯学習課主催 登山教室
長野県阿智村 富士見台

春
の
海
静
か
に
落
つ
る
夕
日
か
な渡

辺
す
み
子

打
ち
寄
せ
る
絹
の
う
ね
り
の
春
の
海丹

羽

清
声

春
の
海
暁
に
帰
る
大
漁
舟

佐
竹

悦
子

黄
塵
や
眼
み
ひ
ら
き
立
つ
羅
漢

丹
羽

壽
子

田
楽
の
匂
ひ
が
届
く
ひ
る
さ
が
り前

田
千
代
子

春
告
げ
る
飛
騨
の
太
鼓
の
鳴
り
ひ
び
く

宮
下
喜
代
子

黄
砂
来
る
街
中
鈍
き
日
の
光

土
川
喜
一
郎

ほ
っ
と
す
る
今
日
も
隣
は
同
じ
顔土

田
千
恵
子

祖
母
の
手
が
包
む
草
餅
つ
な
ぐ
味吉

田

雄
亮

一
匙
へ
愛
と
期
待
の
離
乳
食

安
藤

久
子

マ
マ
チ
ャ
リ
の
後
ろ
の
僕
の
歌
う
声日

比
野
文
子

大
空
に
両
手
か
ざ
し
て
雲
雀
追
う桑

原

聡
子

壬
生
狂
言
酔
つ
た
小
僧
の
赤
衣

佐
藤
千
志
子

伊
吹
嶺
の
風
た
お
や
か
に
桐
の
花大

野

正
子

ざ
ざ
降
り
の
雨
突
き
壬
生
の
踊
り
見
に

土
川

照
恵
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5月2日貊、教育振興のために、ダイ
セー倉庫運輸株式会社代表取締役社長
吉田憲三さんから、図書「心に響く小
さな5つの物語」100冊をご寄付いただ
きました。将来を担う子どもたちへの
教育活動のために、有
効に活用させていただ
きます。

ありがとうございました

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
身
近
な
情
報
を
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

宛
先

〒
４
８
０
ー
０
１
４
４

大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１
５
５
番
地

地
域
振
興
課

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

chiiki@
tow
n.oguchi.lg.jp

5月17日貍、登山教室の参加者が、長野県阿智村の富
士見台へ行ってきました。
当日は天候もよく、爽やかな空気と大自然に囲まれて、
約５時間でおよそ12㎞を歩きました。急な坂道や細い
山道など山の厳しさを体験しながら、リュックの背負い
方や地図の見方、道に咲く花や植物の名前などをガイド
さんから教わりました。山頂では「頂上に着いたときの
達成感が最高！」と、みんなで集合写真を撮りました。
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人
の
支
え
に
な
り
た
い

西
村

春
花
さ
ん
（
下
小
口
）

Ｈ
４
・
５
・
２８
生

ス
ラ
ン
プ
を
乗
り
越
え
て

高
３
の
と
き
、
学
校
に
行
け
な

く
な
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

熱
中
し
て
い
た
演
劇
を
引
退
し
、

文
化
祭
を
や
り
終
え
た
後
目
標
を

見
失
い
…
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
行
き

場
を
な
く
し
学
校
へ
ど
う
し
て
も

行
け
な
く
な
り
、
２
か
月
間
苦
し

み
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
努
力
し

て
な
せ
な
い
こ
と
は
何
も
な
い
と

信
じ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験

が
あ
り
、
頑
張
り
た
く
て
も
頑
張

れ
な
い
状
態
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
家
族
、
友
人
の
支
え
で

つ
ら
い
時
期
を
乗
り
越
え
、
今
は

ど
れ
だ
け
落
ち
込
ん
で
も
立
ち
直

れ
る
自
分
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
の
と
き
の
失
敗
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

古
典
研
究
サ
ー
ク
ル

そ
ん
な
自
分
に
し
っ
く
り
き
た

の
が
、
大
学
で
入
っ
た
「
古
典
研

究
サ
ー
ク
ル
」。
主
に
釈
迦
の
仏
典

に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
現
代

に
い
か
に
生
か
し
て
い
く
か
、
人

間
が
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
け
ば

よ
い
の
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

現
代
の
私
た
ち
に
必
要
な
教
え
が

２
６
０
０
年
も
の
昔
に
釈
迦
に
よ

っ
て
説
か
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
自
分
は
「
自
利
利

他
」、
つ
ま
り
相
手
を
利
す
る
こ
と

が
自
分
の
幸
せ
に
な
る
と
い
う
教

え
で
す
が
、
こ
の
教
え
を
人
生
の

テ
ー
マ
に
し
、「
利
他
心
」
の
強
い

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

取
材
に
て

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

頼
も
し
さ
と
他
人
を
思
い
や
る
優

し
さ
を
兼
ね
備
え
た
方
で
し
た
。

「
４０
歳
を
超
え
て
自
然
妊
娠
し
よ
う
と
思
っ

て
も
、
す
で
に
手
遅
れ
で
す
よ
」
医
師
の
言
葉

が
不
妊
治
療
に
通
う
涼
子
さ
ん
（
４０
）
の
胸
に

突
き
刺
さ
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
（
厚
労
省
）
に

よ
る
不
妊
治
療
の
有
効
性
、
予
算
の
増
大
、
母

体
へ
の
安
全
性
配
慮
か
ら
の
４２
歳
上
限
設
定
に

は
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

涼
子
さ
ん
は
、
ア
パ
レ
ル
関
係
の
会
社
で
専

門
職
と
し
て
働
い
て
１２
年
。
仕
事
に
や
り
が
い

を
感
じ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
後
輩
を
指
導
す
る

立
場
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
結
婚
と
同
時
に
退
職
し
て
い
く
同
僚
を
み

て
、
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
す
る
生
活
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
描
け
な
か
っ
た
。

今
の
夫
と
出
会
い
、
結
婚
に
踏
み
き
っ
た
の

は
４０
に
ふ
た
歳
欠
け
る
頃
だ
っ
た
。

「
何
故
、
だ
れ
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
ん

だ
ろ
う
」
涼
子
さ
ん
は
今
で
も
悔
い
る
こ
と
が

あ
る
。
な
ん
と
な
く
妊
娠
適
齢
期
が
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
た
が
、
自
分
の
年
齢
で
妊
娠
す
る

よ
り
流
産
を
す
る
確
率
が
逆
転
し
て
し
ま
う
な

ん
て
こ
と
は
、
今
回
医
師
に
言
わ
れ
る
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
。

こ
の
歳
に
な
る
ま
で
親
か
ら
も
学
校
教
育
で

も
、
十
分
な
性
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
妊
娠

適
齢
期
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
涼
子
さ
ん
夫
婦
は
希
望
を
捨
て
て

い
な
い
。「
子
ど
も
が
ほ
し
い
女
性
は
た
く
さ
ん

い
る
。
学
校
教
育
で
産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
正

し
い
性
教
育
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
経
済
効
率

だ
け
で
女
性
の
社
会
進
出
を
促
す
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
を
社
会
で
育
て
る
と
い
う
気
概
を

制
度
に
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
」
と
話

す
。 き

ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
54
話

「
適
齢
期
」

『リプロダクティブヘルス／ライツ』
の考えは「性と生殖の健康・権利」と
訳され、1994年頃から既に提唱されて
おる。すべてのカップルと個人が、自
分たちの子どもの数、出産間隔、出産
する時期を自由かつ責任をもって決定
でき、そのための情報と手段を得るこ
とができるという基本的権利のことじ
ゃ。
『おおぐち男女共同参画プラン』に

も記載されているが、啓発が十分とは
言いがたいな。国もやっと妊娠適齢期
の教育が必要だと啓発を始めておる。
一方で、女性の社会進出を促す施策が
注目を浴びてきてもおる。どちらも重
要で、女性だけの問題ではない。これ
以上手遅れになる前に、柔軟で
選択肢の多い社会制度の
構築が必要なんじゃろうな。

△T imeからひとつまみ

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.240

▲スランプを支えて
くれた仲間と



〇
月
×
日

和
希
を
ひ
ざ
か
ら
降
ろ

す
と
今
度
は
稜
子
が
近
づ
い
て
来
て

す
る
っ
と
ひ
ざ
の
上
へ
。「
ど
う
し
た

の
？
」
っ
て
聞
く
と
「
和
く
ん
が
降

り
た
か
ら
次
は
私
の
番
だ
よ
♪
」
っ

て
。
順
番
待
っ
て
て
く
れ
た
ん
だ
ね
、

あ
り
が
と
う
お
姉
ち
ゃ
ん
。

〇
月
×
日

泣
い
て
し
ま
っ
た
稜
子

を
な
ぐ
さ
め
に
来
て
背
中
を
ト
ン
ト

ン
す
る
和
希
。
や
さ
し
い
男
の
人
は

も
て
る
っ
て
い
う
か
ら
将
来
が
楽
し

み
だ
な
。
で
も
お
姉
ち
ゃ
ん
が
泣
い

た
原
因
は
、
和
希
が
噛
ん
だ
か
ら
な

ん
で
す
け
ど
…
（
笑
）。

〇
月
×
日

和
希
の
世
話
を
頼
む
と

「
私
、
稜
子
マ
マ
だ
か
ら
！
」
と
嬉
し

そ
う
に
面
倒
を
見
て
く
れ
る
の
で
マ

マ
は
大
助
か
り
。

パ
パ
と
稜
子
と
和
希
の
３
人
で
お

風
呂
に
入
る
時
は
、
稜
子
が
和
希
の

体
を
洗
っ
て
く
れ
る
よ
う
で
、
大
き

く
な
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
パ
パ
も
感
動

し
て
い
ま
す
。

集
団
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。

毎
年
関
心
は
あ
る
も
の
の
、
目
先
の
忙
し
さ
に

つ
い
つ
い
先
送
り
で
…
。
安
心
し
て
健
康
な
生

活
を
送
る
た
め
に
も
、
今
後
も
年
に
１
度
は
受

診
し
た
い
で
す
。

（
か
こ
）

庭
木
に
巣
を
作
っ
た
ひ
よ
ど
り
に
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
親
鳥
が
い
な
い
間
に
肩
車

し
て
の
ぞ
き
こ
ん
だ
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
…
。

わ
が
家
も
束
の
間
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
１０
日

程
し
て
い
つ
の
間
に
か
巣
が
空
っ
ぽ
に
な
り
ま

し
た
。
今
頃
元
気
に
ど
こ
か
の
空
を
飛
び
回
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
コ
ウ
）

地域振興課 蘂95-1111 内線117 薨95-5721
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス chiiki@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 22,969人 男性 11,667人（前月比 -1人）
（6月1日現在） 女性 11,302人（前月比 +2人）
世帯数 8,525世帯（前月比 +3世帯）

発 行 大口町 〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地
編 集 広報編集委員会・大口町NPO登録団体ZOOM・地域振興課 広報おおぐちは再生紙を使用しています。

こ
ん
に
ち
は
、
佐
藤
大
知
で
す
。

平
成
２６
年
１
月
１６
日
に
２
６
９
０
ｇ

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
１
番
の
お
気

に
入
り
は
家
族
の
み
ん
な
と
お
話
を

す
る
こ
と
な
ん
だ
。

あ
と
ね
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
寝
返

り
の
練
習
を
す
る
の
も
と
っ
て
も
楽

し
い
ん
だ
よ
。
も
う
少
し
で
で
き
そ

う
だ
か
ら
楽
し
み
に
待
っ
て
て
ね
。

３
つ
上
の
将
斗
お
兄
ち
ゃ
ん
が
幼

稚
園
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
嬉
し
く

て
手
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
ち
ゃ
う
ん

だ
。
そ
れ
に
い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
る

ん
だ
よ
！
マ
マ
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が

ら
見
て
る
け
ど
ね
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
も
っ
と
た
く
さ
ん

遊
べ
る
よ
う
、
早
く
大
き
く
な
る
か

ら
待
っ
て
て
ね
☆

１
月
３０
日
、
元
気
な
産
声
を
あ
げ

て
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
湊
士
。

と
て
も
寒
い
時
期
に
少
し
小
さ
め

に
生
ま
れ
て
き
た
湊
士
は
病
院
内
で

唯
一
、
帽
子
を
被
っ
て
湯
た
ん
ぽ
を

入
れ
て
も
ら
っ
て
温
度
調
整
を
し
て

い
た
ね
。
今
で
は
と
て
も
大
き
く
な

り
、
病
院
で
被
っ
て
い
た
あ
の
帽
子

は
小
さ
く
て
被
れ
な
く
な
っ
た
ね
。

毎
日
ニ
コ
ニ
コ
し
て
く
れ
て
パ
パ
や

マ
マ
、
み
ん
な
可
愛
い
湊
士
の
笑
顔

に
メ
ロ
メ
ロ
だ
よ
！

名
前
の
通
り
、
人
気
者
で
武
士
の

よ
う
に
男
ら
し
く
た
く
ま
し
く
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね
☆

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
♪

No.718No.719

しおや みなと くん さとう だいち くん

（
余
野
）お

父
さ
ん

塩
屋

恵
一

お
母
さ
ん

美
沙

（
秋
田
）お

父
さ
ん

佐
藤

肇

お
母
さ
ん

真
理
子

前
田

主
税
さ
ん

浩
子
さ
ん

稜
子
ち
ゃ
ん
Ｈ
２０
・
５
・
２９
生

和
希
ち
ゃ
ん
Ｈ
２４
・
１０
・
８
生

上小口
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